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国立国会図書館利用案内
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　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
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フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00
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細かく描かれた登山者の姿に、幕末の富士登山の姿が垣間見られる

霧島山から源泉を引く樋が見える
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�
火
山
温
泉
ノ
記
�

　

日
本
は
太
古
の
時
代
か
ら
、
活
火
山
が
多
い
ゆ
え
震
災
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
が
、
活
火
山
の
周
辺
に
は
、
温
泉
が
湧
き
出
て
人
々
を
癒
し
続
け

て
も
き
た
。
日
本
人
の
温
泉
好
き
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。
掲
出
資
料
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
め
に
か
け
て
、
幕
臣
、
目
賀
田
守
蔭
が
全
国

の
著
名
な
火
山
、
温
泉
場
の
景
観
を
写
生
し
た
図
集
。
こ
れ
ら
の
図
は
実
景
図
と
も
い
わ
れ
、
正
確
な
地
図
や
写
真
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
当

時
の
景
観
を
、
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
資
料
で
あ
る
。

　

一
帙
一
冊
。
全
五
三
丁
。
大
き
さ
二
六
・
五
㎝
×
一
九
・
〇
㎝
。
明
治
三
七
年
一
一
月
一
四
日
購
求
。
元
表
紙
に
「
火カ

山サ
ン

温ヲ
ン

泉セ
ン

ノ
記　

芳
香
多
」

の
墨
書
と
、「
香
雅
蔵
」の
朱
印
あ
り
。
一
丁
表
に「
火
山
十
一
図
」の
墨
書
あ
り
。
同
一
丁
表
に
、「
隠
岐
島
火
山
調
中
」「
恐
山　

明
光
山　

焼
山　

三

原
山　

雄
山　

西
山　

夕
張
岳　

阿
寒
岳　

玳
瑁
岳　

立
山　

志
利
別
岳
ハ
ボ
ロ
岳　

右
十
二
図
調
中
」「
目
賀
田
守
蔭
」
と
、一
六
丁
表
に
、「
諸

國
温
泉
真
景
二
十
図
」「
目
賀
田
守
蔭
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
を
そ
れ
ぞ
れ
貼
付
。
火
山
の
図
は
墨
一
色
、
温
泉
場
の
図
は
手
彩
色
。
収
録
火
山
は
、

富
士
山
（
前
頁
上
段
）、
浅
間
山
、
白
山
、
恵
山
、
臼
岳
、
白
湯
山
、
雲
仙
岳
、
霧
島
山
、
阿
蘇
山
、
御
岳
、
内
浦
岳
。
富
士
山
の
図
に
貼
付
さ

れ
た
紙
片
に
は
、｢

富
士
山
在
駿
河
富
士
郡
東
北
屬
相
模
甲
斐
二
州
東
南
跨
伊
豆
州｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
収
録
温
泉
は
、
箱
根
七
湯
、
日
金
山
、

熱
海
、
五
輪
澤
、
河
汲
山
銀
鑛
、
別
所
、
霧
島
（
前
頁
下
段
）、
安
楽
、
塔
澤
、
草
津
、
有
馬
、
浅
間
、
白
舟
、
諏
訪
、
田
澤
、
内
村
、
伊
香
保
、

天
寧
、
雷
電
山
、
澤
渉
。
巻
末
に
は
、｢
熱
海
温
泉
ハ
大
湯
ニ
シ
テ
晝
夜
ニ
六
度
涌
出
ル
ナ
リ
味
ヒ
鹹
ハ
ヤ
ク
シ
テ
其
潔
白
ナ
ル
コ
ト
鏡
ノ
如
シ

海
邊
ニ
テ
潮
ヲ
交
ル
故
其
氣
柔
カ
ニ
シ
テ
猛
烈
ナ
ラ
ス
諸
病
ニ
効
ア
リ
関
東
第
一
ノ
名
湯
也
…｣

な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
箱
根
、
修
善
寺
、
有
馬

の
各
温
泉
に
つ
い
て
も
効
能
、
景
勝
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

守
蔭
は
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
、
旗
本
目
賀
田
弥
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
帯
次
郎
、
帯
刀
と
称
し
、
文
信
と
号
し
た
。
詩

歌
を
好
み
、
弟
の
介
庵
と
共
に
江
戸
南
画
の
総
帥
、
谷
文
晁
の
門
に
入
る
と
、
文
晁
流
の
実
景
図
の
手
法
を
学
び
そ
れ
を
得
意
と
し
た
。
掲
出
資

料
所
収
の
浅
間
山
、
霧
島
山
な
ど
は
、
文
晁
の
著
し
た
『
日
本
名
山
図
会
』（
一
八
一
二
年
刊
）
所
収
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
図
で
、
そ
の
師
弟
関

係
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
妻
は
文
晁
の
三
女
、
於お

と
く篤

。
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
蝦
夷
地
図
取
調
御
用
出
役
と
な
り
、『
蝦
夷
志
料
』
の
編
者
と

し
て
知
ら
れ
る
前
田
夏
蔭
の
下
で
関
係
資
料
の
収
集
に
あ
た
り
、
維
新
後
は
開
拓
使
御
用
掛
な
ど
の
役
職
を
勤
め
た
。
北
方
探
検
家
の
松
浦
武
四

郎
と
も
交
流
が
あ
り
、
官
職
を
初
学
童
蒙
の
た
め
に
解
説
し
た
『
官
位
百
敷
草
』
を
刊
行
し
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
没
し
た
。

　

守
蔭
は
、
蝦
夷
地
を
実
地
踏
査
（
安
政
三
〜
五
年
）
し
た
体
験
に
基
づ
き
、『
北
海
道
歴
検
（
真
）
図
』（
守
蔭
自
筆　

国
立
公
文
書
館
、
北
海

道
大
学
附
属
図
書
館
で
所
蔵
）
な
る
実
景
図
の
大
作
を
遺
し
た
が
、
北
海
道
以
外
の
地
の
実
景
図
を
描
き
遺
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
掲
出
資
料
所
収
の
実
景
図
は
、
北
海
道
の
実
景
図
と
描
線
や
描
き
方
、
各
図
に
書
き
込
ま
れ
た
文
字
な
ど
が
類
似
し
て
お
り
、
守
蔭
自
筆
か
。

掲
出
資
料
は
、
守
蔭
の
実
景
図
を
調
査
、
研
究
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。（
当
館
請
求
記
号　

午―

九
一
） 

（
川か

わ

本も
と　

勉
つ
と
む

）
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図
書
館
総
合
展
は
、
出
版
社
、
新
聞
社
、
書
店
、
図
書
館
用
品
を
扱
う
企
業
や
公
共
・

大
学
図
書
館
な
ど
が
出
展
す
る
展
示
会
で
、
一
一
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
、
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
書
庫
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
展
示
ブ
ー
ス
（
上
写
真
）
を
設
け
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
た
。ま
た
一
一
月
七
日
に「
日

本
で
一
番
大
き
い
図
書
館
に
行
っ
て
み
た
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
八
日
に
「
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
に
図
書
館
を　

国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ツ
ー
ル
の
ご
案
内
」
と
題
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

七
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
編
集
者
と
し
て
豊
か
な
経
験
を
お
持
ち
で
、
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
永
江
朗
氏
に
、
著
作
者
サ
イ
ド
か
ら
み
た
国
立
国
会
図
書

館
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
当
館
か
ら
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

日
本
で
一
番
大
き
い
図
書
館
に
行
っ
て
み
た　

永
江
朗
（
ラ
イ
タ
ー
）

　

今
年
の
六
月
、『
こ
の
本
読
ん
で
！
』
と
い
う
雑
誌
の
仕
事
で
国
会
図
書
館
を
見
学

し
た
。
そ
の
印
象
な
ど
を
も
と
に
話
を
し
た
い
。

　

フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
に
と
っ
て
、国
会
図
書
館
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
て
書
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
資
料
の

リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
作
業
の
基
本
と
な
る
の
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

の
蔵
書
検
索
で
あ
る
。
雑
誌
記
事
索
引
も
大
変
役
に
立
つ
。

日
本
で
一
番
大
き
な
図
書
館
に
で
き
る
こ
と

―

第
九
回
図
書
館
総
合
展―
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さ
て
、
国
会
図
書
館
を
見
学
し
て
、
ま
ず
は

蔵
書
の
量
に
圧
倒
さ
れ
た
。
ま
た
、
納
本
制
度

で
集
め
ら
れ
た
資
料
の
う
ち
、
雑
誌
が
多
か
っ

た
の
に
驚
い
た
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
『
週
刊

賃
貸
』
の
各
エ
リ
ア
版
な
ど
も
あ
る
。
百
年
後
、
東
京
の
家
賃
を
調

べ
る
研
究
を
す
る
人
が
い
れ
ば
こ
う
い
っ
た
資
料
は
貴
重
な
デ
ー
タ

と
な
る
で
あ
ろ
う
。納
本
制
度
で
資
料
を
集
め
る
重
要
さ
を
感
じ
た
。

　

見
学
の
印
象
は
「
安
心
と
緊
張
」
と
い
う
言
葉
で
ま
と
め
ら
れ
る
。

見
学
し
た
際
に
、
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
私
の
著
作
リ
ス

ト
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
自
分
で
も
忘
れ
て
い
た
本
、
持
っ
て
い
な

い
本
も
含
ま
れ
て
お
り
、私
の
書
い
た
も
の
が
死
後
も
残
っ
て
い
く
、

ま
る
で
納
骨
堂
の
永
代
供
養
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
。
書
籍

の
流
通
の
な
か
で
は
、
大
型
書
店
に
一
冊
の
本
が
並
ぶ
期
間
は
一
週

間
く
ら
い
で
あ
る
と
い
う
。そ
れ
ま
で
に
売
り
切
れ
る
か
、売
れ
残
っ

て
返
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
の
命
は
短
命
な
の

で
あ
る
。し
か
し
、国
会
図
書
館
の
中
で
は
資
料
が
永
久
に
残
る
の
で
、

書
き
手
と
し
て
は
安
心
で
あ
る
。
一
方
、
ラ
イ
タ
ー
が
永
久
に
残
る

こ
と
を
意
識
し
て
記
事
を
書
く
こ
と
は
少
な
く
、
例
え
ば
、
週
刊
誌

の
記
事
な
ど
は
一
週
間
で
消
え
る
意
識
が
あ
る
。
す
ぐ
に
消
え
る
か

ら
書
き
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
勇
気
づ

け
て
も
い
る
。し
か
し
、国
会
図
書
館
で
は
現
物
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
言
い
訳
も
成
り
立
た
な
い
と
思
う
と
書
き
手
と
し
て
は
緊
張
す

る
。
資
料
を
残
す
こ
と
の
大
切
さ
と
お
そ
ろ
し
さ
を
痛
感
し
た
。

　

現
在
、
新
刊
の
発
行
点
数
は
増
加
し
て
お
り
、
出
版
ニ
ュ
ー
ス

社
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
六
年
の
出
版
点
数
は
約
八
万
点
と

い
う
。
一
五
年
前
は
四
万
点
、
三
〇
年
前
は
二
万
点
で
あ
っ
た
の

で
、
一
五
年
ご
と
に
倍
増
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現

象
は
、
出
版
点
数
を
増
や
し
て
採
算
を
と
っ
て
き
た
出
版
界
の
事

情
に
よ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
全
国
の
公
共
・
大
学
な
ど
の
図
書
館
に

大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。
利
益
の
た
め
に
出
版
点
数
を
増
や
す

業
界
の
姿
勢
を
見
直
す
べ
き
で
あ
り
、
図
書
館
界
の
側
か
ら
の
指
摘

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
図
書
館
に
出
版
社
が
お

金
を
払
っ
て
資
料
を
残
し
て
も
ら
う
の
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
知
的
遺
産
は
誰
の
た
め
の
も
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
国
会
図
書
館
へ
の
要
望
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。
グ
ー
グ
ル
ブ
ッ

ク
検
索
を
さ
ら
に
進
め
た
形
で
、
新
刊
書
や
古
書
店
業
界
と
の
連
携

や
、
近
隣
図
書
館
で
の
所
蔵
な
ど
も
調
べ
ら
れ
る
と
い
い
。
ま
た
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
も
蔵
書
数
が
多
く
、
何
気
な
く
国
会
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ
た
人
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。「
ほ
し
い
も
の
が
、
ほ
し
い
わ
」
と
い
う
糸
井
重

里
氏
の
コ
ピ
ー
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
欲
し
い
も
の
が
分
か
ら
な
い

人
た
ち
に
は
ガ
イ
ド
的
な
機
能
が
あ
れ
ば
よ
い
。
自
分
は
実
は
こ
う

い
う
こ
と
が
知
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

次
に
、国
会
図
書
館
の
予
算
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、一

般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
資
料
を
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、

宣
伝
・
啓
蒙
活
動
に
も
う
少
し
力
を
注
い
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
資

料
電
子
化
に
つ
い
て
の
予
算
も
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
著
作

権
保
護
期
間
を
延
長
し
た
場
合
の
図
書
館
に
及
ぼ
す
影
響
は
深
刻
で

永江朗氏
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あ
る
。
保
護
期
間
が
五
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
な
っ
た
場
合
の
国
会
図

書
館
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
納
税
者
一
人
ひ
と
り
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
立
国
会
図
書
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

 

相
原
信
也
（
国
立
国
会
図
書
館
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
）

　

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
と
館
内

利
用
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
来
館
し
な
く
て
も

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
、
図
書
館

へ
の
資
料
の
貸
出
し
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
た
情
報
提
供
な
ど
が
あ
る
。
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
従

来
か
ら
行
っ
て
き
た
来
館
者
へ
の
閲
覧
・
複
写
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
あ
る
。
最
近
五
年
間
は
、
こ
れ
ら
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
を
図
っ
て
き
た
が
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
は
特

に
力
を
入
れ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
関
西
館
が
開
館
し
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
が
全
面
開
館
し
た
。
そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
が
東
京

本
館
、
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
三
施
設
と
な
っ
た
。
こ
の

時
期
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、
当

館
の
蔵
書
や
雑
誌
記
事
索
引
を
ウ
ェ
ブ
上
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

し
、
登
録
利
用
者
制
度
を
導
入
し
た
。
来
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
、
東
京
本
館
の
土
曜
開
館
、

平
日
の
開
館
時
間
の
延
長
、
来
館
時
の
閲
覧
・
複
写
申
込
み
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
資
料
出
納
や
複
写
に
要
す
る
時
間
の
短
縮
な
ど
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
努
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
一
四
年
度
に
は
一
〇

万
件
で
あ
っ
た
の
が
、
昨
年
の
平
成
一
八
年
度
に
は
三
〇
万
件
に
増

え
、
来
館
者
数
も
東
京
本
館
で
は
平
成
一
四
年
度
の
延
べ
三
六
万
人

か
ら
四
三
万
人
に
増
加
し
た
。

　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
は
、
資
料
の
収
集
、
目
録
作
成
、
資
料
の
管

理
と
い
っ
た
業
務
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
三
施
設
が
一
体
と
な
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
一
〇

年
弱
の
間
に
資
料
の
配
置
場
所
や
状
態
に
関
す
る
情
報
を
集
中
的
に

整
備
し
、
以
後
、
継
続
的
に
そ
の
情
報
を
維
持
、
管
理
す
る
業
務
も

行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
利
用
拡
大
に
伴
い
破
損
す
る
資
料
が
増
え
、
資
料
の
補
修

を
し
て
も
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
資
料
の
利
用
と
保

存
の
両
立
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

従
来
型
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
今
後
の
展
望
は
十
分
に
見

え
て
い
な
い
。
永
江
先
生
か
ら
ご
指
摘
が
あ
っ
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
次
期
シ
ス
テ
ム
検
討
チ
ー
ム
を
作
っ
て
検

討
中
で
あ
る
。
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
ら
報
告
し
た
い
。

国
立
国
会
図
書
館
の
電
子
図
書
館
事
業

 

田
中
久
徳
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
企
画
室
）

　

電
子
図
書
館
の
目
指
す
も
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
で
あ
る
。
当
館
の
電
子
図
書
館
事
業
に
は
、
目
録
・
書
誌
の
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役
割
を
果
た
す
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
、
児
童
書
総
合
目
録
、
資
料
の
案
内
を
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
、
一
次
情
報
を
提
供

し
て
い
る
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
、
電
子
展
示
会
、
国
会
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
国
会
会
議
録
、
日
本
法
令
索
引
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
電
子
図
書
館
事
業
に
よ
り
、
原
資
料
を
保
存
し
つ

つ
、
国
会
図
書
館
に
来
館
し
な
く
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
利
用
と
保
存
を
両
立
さ
せ
る
意
味
で
、
デ
ジ
タ
ル
化

は
必
要
な
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
に
は
、
著

作
権
の
許
諾
に
莫
大
な
経
費
と
労
力
を
費
や
す
こ
と
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。

　

具
体
的
に
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
著
作
権
許
諾
作
業

を
み
て
み
た
い
。
明
治
期
刊
行
の
資
料
約
一
五
万
冊
を
公
開
す
る
ま

で
に
は
、
ま
ず
、
著
作
権
者
の
洗
い
出
し
と
生
没
年
調
査
、
連
絡
先

調
査
が
必
要
と
な
る
。
経
費
は
そ
れ
ぞ
れ
約
一
億
三
千
万
円
、
期
間

は
一
年
か
ら
一
年
半
を
要
す
る
。
連
絡
先
が
判
明
し
な
い
場
合
、
公

開
調
査
を
行
な
い
、
な
お
不
明
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の

調
査
の
「
相
当
な
努
力
」
が
証
明
で
き
れ
ば
、
文
化
庁
長

官
の
裁
定
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
裁
定
の
補

償
は
一
件
あ
た
り
五
一
円
で
、
今
後
の
著
作
権
許
諾
作
業

を
進
め
る
に
は
、さ
ら
に
予
算
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、

当
館
の
電
子
化
予
算
は
年
間
で
約
八
千
百
万
円
で
あ
り
、

冊
数
に
換
算
す
る
と
年
一
万
冊
程
度
に
過
ぎ
な
い
。今
後
、

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
大
正
・
昭
和
前
期
分
で

終
了
す
る
ま
で
に
は
、
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
を
要
す
る
。

　

次
に
、
一
〇
月
よ
り
提
供
を
始
め
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー

タ
ル
（
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
）
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

資
源
が
分
散
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
元
的
に
探
せ
る
よ

う
に
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。（
編
集
部
注　

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
本
誌
五
六
〇
（
平
成
一
九
年
一
一
月
）
号
を
参
照
）

当
館
で
電
子
図
書
館
事
業
に
力
を
注
ぐ
理
由
は
、
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ

ブ
の
必
要
性
に
注
目
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
情
報
は
短
命

で
あ
り
、
消
滅
の
み
な
ら
ず
、
偽
造
、
改
変
の
リ
ス
ク
を
背
負
う
非

常
に
不
安
定
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
需
要
は
急
速
に
増
加

し
て
お
り
、
紙
媒
体
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
学
術
雑
誌
の
記
事
が
、
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
さ
れ
る
な
ど
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
国
立
国
会
図

書
館
で
は
、ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
き
た
が
、

違
法
・
有
害
情
報
へ
の
対
応
や
、
一
過
性
の
情
報
と
し
て
ウ
ェ
ブ
情

報
を
発
信
し
て
い
る
が
そ
の
情
報
が
固
定
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い

人
の
表
現
の
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
か
、
収
集
し
た
ウ
ェ
ブ
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
配
信
す
る
た
め
に
公
衆
送
信
権
を
制

限
で
き
る
か
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
。
有
益
な
ウ
ェ
ブ
情
報

が
ど
こ
に
も
残
ら
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
情

報
社
会
基
盤
の
一
翼
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
最
後
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
保
存
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

講
演
終
了
後
、
納
本
制
度
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
や
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る

質
疑
が
あ
り
、
当
館
の
役
割
や
電
子
図
書
館
事
業
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
た
。 

（
総
務
部
総
務
課
）

プレゼンテーション
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学
園
祭
シ
ー
ズ
ン
の
一
一
月
、
図
書
館
界
に
も

お
祭
り
が
や
っ
て
き
ま
す
。
第
九
回
図
書
館
総
合
展

が
昨
年
一
一
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
横

浜
市
の
会
議
施
設
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
か
れ
ま
し

た
。
図
書
館
業
界
の
百
五
〇
近
い
団
体
や
企
業
が
出

展
し
、
延
べ
約
二
万
三
千
人
が
訪
れ
た
こ
の
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
に
、
私
も
国
立
国
会
図
書
館
の
展
示
ブ
ー

ス
呼
び
込
み
兼
、
説
明
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

私
は
普
段
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企

画
課
と
い
う
部
署
に
い
ま
す
。
利
用

方
法
に
つ
い
て
の
質
問
か
ら
、
あ
っ

て
は
困
る
の
で
す
が
、
館
内
で
の

機
械
や
利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
ま

で
、
一
般
利
用
者
か
ら
の
お
問
い
合

わ
せ
に
対
応
す
る
の
が
仕
事
で
す
。

私
の
係
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

な
ど
特
に
機
械
周
辺
が
受
け
持
ち
で
す
。
機
械
ば
か

り
で
な
く
、
た
ま
に
は
人
と
接
し
て
こ
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
総
合
展
で
当
館
の
広
報
活

動
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
意
外
に
小
さ
い
の
か
な
」。
総
合
展
の
会
場
を
外

か
ら
見
た
印
象
で
し
た
が
、
一
歩
中
に
入
れ
ば
、
ま

さ
に
お
祭
り
そ
の
も
の
。
入
口
か
ら
会
場
奥
ま
で
伸

び
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
中
心
に
、
出
店
の
ご
と

く
、
熱
気
あ
ふ
れ
た
ブ
ー
ス
が
軒
を
連
ね
ま
す
。
書

店
や
新
聞
社
、
図
書
館
設
備
を
扱
う
企
業
が
、
派
手

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
機
械
の
実
演
を

し
た
り
。そ
の
中
で
、わ
が
国
立
国
会
図
書
館
の
ブ
ー

ス
で
も
、
負
け
じ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
当

館
サ
ー
ビ
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
、
奔
走
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
ち
ら

の
想
い
を
ど
こ
ま
で
届
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
は
、
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
や
は
り
生
の
声
は

骨
身
に
染
み
ま
す
。「
サ
イ
ニ
イ

に
つ
い
て
聞
き
た
い
」（
そ
れ
は
、

国
立
情
報
学
研
究
所
さ
ん
で
す

…
）、「
利
用
で
き
る
の
は
国
会
関

係
者
だ
け
で
し
ょ
」（
一
八
歳
以
上
な
ら
、
ど
な
た

で
も
大
丈
夫
で
す
よ
）、「
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
よ
」

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
）等
々
。時
に
厳
し
く
、

時
に
優
し
い
も
の
で
し
た
が
、
祭
り
は
確
実
に
明
日

へ
の
活
力
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

 

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課　

情
け
な
い
男
）

第
一
五
二
回　

辞
書
を
片
手
に
世
界
へ

　
　
　
　
　
　

 ―

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

見
る
明
治
の
語
学
辞
書

 

平
成
二
〇
年
二
月
二
一
日
（
木
）
か
ら　

 

四
月
一
五
日
（
火
）
ま
で　

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

詳
細
は
本
誌
五
六
二
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」の
な
か
に
あ
る「
常
設
展
示
」の
コ
ー
ナ
ー

に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/gallery/perm

anent/
index.htm

l

）

　

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム
「
本
を

魅
せ
る 

常
設
展
示
案
内
」
が
あ
り
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
七
年
一
一
月
四
日
か
ら
一
一
日
ま
で
、
中
国
で
第
二
七
回

日
中
業
務
交
流
が
実
施
さ
れ
、
当
館
代
表
団
が
中
国
国
家
図
書
館
を

訪
問
し
た
。
日
程
お
よ
び
団
員
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、

同
時
期
に
「
世
界
図
書
館
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
長
尾
真

館
長
が
講
演
し
た
（
下
写
真
）。

　

今
回
の
業
務
交
流
の
テ
ー
マ
は
「
電
子
図
書
館
」
で
、
中
国
国
家

図
書
館
、
当
館
の
双
方
か
ら
基
調
報
告
と
テ
ー
マ
報
告
を
行
っ
た
。

以
下
、
各
報
告
の
概
要
と
、
主
な
質
疑
応
答
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ⅱ　
「
世
界
図
書
館
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

今
回
の
日
程
の
中
に
組
ま
れ
た
「
世
界
図
書
館
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
中
国
国
家
図
書
館
が
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
国

立
図
書
館
長
を
招
い
て
行
っ
て
き
た
連
続
講
演
会
の
一
環
で
あ
る
。

当
日
は
、
北
京
市
内
の
大
学
・
公
共
図
書
館
員
な
ど
約
一
五
〇
名
が

参
加
し
た
。

「
知
識
は
わ
れ
ら
を
豊
か
に
す
る―

電
子
図
書
館
の
進
展―

」

 

（
長
尾
真
館
長
）

　

電
子
図
書
館
は
、
京
都
大
学
が
一
九
九
四
年
に
「
ア
リ
ア
ド
ネ
」

を
公
開
し
て
以
後
、
国
内
外
で
構
築
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
現
在
当

館
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
国
会
サ
ー
ビ
ス
関
連
情
報
、
資
料
の

検
索
、
調
べ
方
案
内
、「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
等
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
大
き
な
価
値
を
持
つ
が
、
ウ
ェ
ブ
ア
ー

カ
イ
ビ
ン
グ
に
は
知
的
所
有
権
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
当
館
の
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
選
択
的
蓄
積
事
業
）
は
、
貴
重
な
文

化
資
産
を
後
世
に
伝
え
る
役
目
を
果
た
し
て
い

る
。

　

電
子
図
書
館
の
今
後
の
技
術
的
な
方
向
性

は
、
テ
キ
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
書
誌
情
報
や

キ
ー
ワ
ー
ド
群
の
自
動
抽
出
と
件
名
標
目
表
増

強
・
索
引
付
与
、
テ
キ
ス
ト
の
自
動
分
析
に
よ

る
要
約
作
成
、
関
連
情
報
の
自
動
リ
ン
ク
、
ク

ラ
ス
タ
リ
ン
グ
技
術
に
よ
る
同
種
テ
キ
ス
ト
の

第
二
七
回
日
中
業
務
交
流
と
「
世
界
図
書
館
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
電
子
図
書
館
事
業
の
連
携
を
目
指
し
て―

 

国
立
国
会
図
書
館
業
務
交
流
代
表
団
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グ
ル
ー
プ
化
、
機
械
翻
訳
を
活
用
し
た
多
言
語
テ
キ
ス
ト
の
横
断
検

索
、
文
書
、
画
像
、
音
声
、
映
像
等
の
統
合
な
ど
で
あ
る
。

　

情
報
量
の
著
し
い
増
加
を
考
え
れ
ば
、
自
然
言
語
処
理
技
術
、
情

報
処
理
技
術
に
よ
り
業
務
を
自
動
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
電
子
図
書
館
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
漢
字
文
化
圏

に
あ
る
日
中
韓
の
国
立
図
書
館
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
。

　
（
問 

）
テ
キ
ス
ト
解
析
で
の
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
何
に
基
づ
い
て
行
う
の

か
。（
答
）
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
だ
け
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
の
内

容
を
自
動
分
析
し
て
分
類
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
（
問 

）
日
中
の
言
語
間
の
機
械
翻
訳
の
精
度
は
現
在
ど
の
程
度
か
。

（
答
）
八
五
％
く
ら
い
で
は
な
い
か
。

Ⅲ　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
基
調
報
告

　

詹
福
瑞
・
中
国
国
家
図
書
館
長
お
よ
び
長
尾
館
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

Ⅲ
‐
１ 

「
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
電
子
図
書
館
事
業
の
新
た
な

展
開
に
向
け
て
」 

（
和
中
幹
雄
関
西
館
長
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
し
て
、「
国
立
国
会

図
書
館
電
子
図
書
館
構
想
」（
一
九
九
八
年
）
か
ら
情
報
化
統
括
責

任
者
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
設
置
お
よ
び
情
報
化
統
括
体
制
構
築
（
二
〇
〇
七

年
）
に
至
る
諸
計
画
や
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　

現
在
進
行
中
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
は
、
シ
ス
テ
ム

開
発
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
収
集
の
法
制
化
お
よ
び
収
集
方
針
の

策
定
、
紙
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
著
作
権
処
理
の
円
滑
化
、
長
期
保

存
・
長
期
利
用
の
保
証
に
関
す
る
研
究
、
国
内
外
の
図
書
館
と
の
連

携
協
力
の
推
進
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
（
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
Ａ
）
を
公
開
し
た
。
共
通
仕
様
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

公
開
し
、
各
機
関
が
シ
ス
テ
ム
連
携
に
必
要
な
情
報
を
登
録
で
き
る

仕
組
み
を
用
意
す
る
等
、
協
力
機
関
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
上
で
の
開
放
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
（
問 

）
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
採
用
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

（
答
）
最
適
化
計
画
を
作
成
中
で
、
可
能
な
ら
ば
採
用
す
る
。

　
（
問 

）
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
で
の
同
一
性
認
証
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
答
）
永
続
的
識
別
子
を
付
与
し
て
い
く
。

　
（
問 

）
作
者
不
明
の
著
作
物
の
著
作
権
は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の

か
。（
答
）
文
化
庁
長
官
裁
定
の
制
度
が
あ
る
が
、
手
段
を
尽
く
し
て

調
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ス
ト
が
大
き
い
。

Ⅲ
‐
２
「
中
国
国
家
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
資
源
構
築
と
サ
ー
ビ
ス
」

 

（
陳
力
副
館
長
）

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
公
衆
の
主
た
る
情
報
源
に
な
っ
て
い
る
現
在
、

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
を
来
館
サ
ー
ビ
ス
中
心
か
ら
非
来
館

サ
ー
ビ
ス
も
重
視
し
た
も
の
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
構
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築
中
の
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
は
総
投
資
額
四
〇
、
五
五
八
万
元
に

及
ぶ
も
の
で
、
中
国
語
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
収
集
・
保
存
・
検
索
サ
ー

ビ
ス
の
基
地
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管
理

の
技
術
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
国
内
外
の
公
衆
へ
の
中

国
語
デ
ジ
タ
ル
資
源
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お

り
、
二
〇
〇
八
年
に
竣
工
予
定
で
あ
る１
。

　

図
書
全
文
画
像
デ
ー
タ
約
六
二
万
点
の
ほ
か
、
民
国
期
の
雑
誌
、

博
士
論
文
、
地
方
志
資
料
、
甲
骨
・
石
刻
拓
本
画
像
、
敦
煌
文
書
、

音
声
資
料
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
、
一
部
は
外
国
の
協
力
も
得
て
進

め
て
い
る
。
中
国
政
府
機
関
サ
イ
ト
約
二
万
件
な
ど
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
資
源
の
長
期
保
存
実
験
事
業
と
し
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。

　

購
入
（
利
用
契
約
）
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
資
源
と
し
て
は
、
欧
文
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
千
タ
イ
ト
ル
、中
国
語
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
万
二
千

タ
イ
ト
ル
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
す

る
国
家
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
リ
ソ
ー
ス
ポ
ー
タ
ル
も
公
開
し
た
。

　

今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
文
献
の
公
衆
お
よ
び
他
の
図
書
館
へ
の
提

供
、
メ
タ
デ
ー
タ
付
与
と
メ
タ
デ
ー
タ
検
索
、
学
術
性
の
高
い
デ
ジ

タ
ル
資
源
の
長
期
保
存
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
に
対
応
し

た
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
資
源
の

種
類
と
量
の
増
加
、
サ
ー
ビ
ス
範
囲
の
拡
大
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
項

目
の
開
拓
を
意
識
し
て
将
来
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
考
え
た
い
。

　
（
問 

）
中
国
の
歴
史
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
歴
史
学
の
知
識
を
必
要
と

す
る
と
思
う
が
職
員
だ
け
で
行
え
る
の
か
。
ま
た
外
国
と
の
協
力
関

係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。（
答
）
研
究
者
の
力
も
借
り
て
い
る
。
敦

煌
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
英
国
図
書
館
な
ど
の
協
力
に
よ
り
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
（
問 

）
チ
ャ
ッ
ト
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
現
況
は
。（
答
）
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
は
一
般
的
な
質
問
し
か
処
理
で
き
な
い
。
専
門

的
な
も
の
は
、
即
答
は
無
理
。

Ⅳ　

テ
ー
マ
報
告

Ⅳ
‐
１
「
国
立
国
会
図
書
館
の
図
書
館
業
務
基
幹
シ
ス
テ
ム
」

 

（
山
口
和
之
総
務
部
企
画
課
長
）

　

当
館
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム
は
、

従
来
の
図
書
館
の
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
（
資
料
の
収
集
・
整
理
、
保
存
、

提
供
）
を
担
っ
て
お
り
、
約
一
、六
〇
〇
万
件
以
上
の
書
誌
情
報
が

蓄
積
・
提
供
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
業
務
や
資
料
ご
と
に
分
か
れ
て

い
た
シ
ス
テ
ム
が
統
合
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
供
デ
ー
タ

数
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
標
準

的
な
プ
ロ
ト
コ
ル
を
実
装
し
て
お
ら
ず
、
外
部
シ
ス
テ
ム
と
の
相
互

運
用
性
が
乏
し
い
、
独
自
開
発
の
た
め
改
修
に
多
大
な
経
費
と
時
間

を
要
す
る
な
ど
の
難
点
も
あ
る
。
当
該
シ
ス
テ
ム
で
実
現
で
き
な
い

機
能
に
つ
い
て
個
別
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
結
果
、
類
似
し
た
機
能

あ
る
い
は
重
複
し
た
デ
ー
タ
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
が
並
存
す
る
等
の
問

題
が
出
て
き
た
。

　

政
府
の
方
針
も
あ
り
、
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
の
検
討
を
現
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在
進
め
て
い
る
。
費
用
対
効
果
や
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
外
部
環

境
等
の
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
等
を
目
指
し
て
い
る
。
既
存
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。

　
（
問 

）
デ
ー
タ
更
新
で
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
停
止
し
て
い
る
時
間
帯
に
は
何
を
し

て
い
る
の
か
（
答
）
検
索
用
Ｘ
Ｍ
Ｌ
デ
ー
タ
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
デ
ー

タ
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
反
映
作
業
で
あ
る
。

　
（
問 

）
二
〇
〇
六
年
の
シ
ス
テ
ム
更
新
の
内
容
は
何
か
（
答
）
機
器
の
リ

プ
レ
ー
ス
が
中
心
だ
が
、
機
器
を
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
性
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
継
続
性
等
を
強
化
し
、

緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
し
た
。

Ⅳ
‐
２
「
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
技
術
実
現
」

 
（
魏
大
威
自
動
化
部
主
任
）

　

国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
過
程
で
は
、
大
規

模
な
中
国
語
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
、
公
共
図
書
館
を
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
伝
達
、
来
館
利

用
者
へ
の
先
進
的
な
閲
覧
環
境
の
提
供
等

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
資
源
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管

理
を
重
要
な
戦
略
と
と
ら
え
、
コ
ア
と
な

る
収
集
シ
ス
テ
ム
、
加
工
・
統
合
シ
ス
テ

ム
、組
織
化
・
管
理
シ
ス
テ
ム
、発
信
・
サ
ー

ビ
ス
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
完
成
後
に

は
、
メ
タ
デ
ー
タ
集
中
検
索
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
関
連
サ
ー

ビ
ス
、
文
献
デ
ジ
タ
ル
化
サ
ー
ビ
ス
、
バ
ー
チ
ャ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
標
準
規
格
の
共
同
作
成
、
ネ
ッ
ト

決
済
等
を
含
む
各
種
の
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
段
階
で
実
現
す
る
。
第
一
段
階
は
、
新
館
開

館
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
管
理
と
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
な
実
現
で
、
セ
ル

フ
貸
出
・
返
却
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
維
持

管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
等
を
含
む
。
第
二
段
階
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
資
源
構
築
の
速
度
を
上
げ
容
量
も
向
上
さ
せ
る２
。

　
（
問 

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
に
要
す
る
期
間
は
ど
の
程
度
か
。（
答
）
第
一

段
階
の
う
ち
セ
ル
フ
貸
出
・
返
却
等
は
二
〇
〇
八
年
八
月
ま
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
等
は
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
の
予
定
。
第
二
段

階
は
二
〇
〇
九
年
六
月
ま
で
に
実
現
す
る
。

　
（
問 

）
文
献
デ
ジ
タ
ル
化
サ
ー
ビ
ス
は
、
中
国
国
家
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル

化
資
源
を
他
館
に
提
供
す
る
の
か
。（
答
）
他
館
が
冊
子
体
を
所
蔵
し

て
い
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
コ
ピ
ー
を
提
供
で
き
る 

。

　
（
問 

）
既
存
の
統
合
図
書
館
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
二
次
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
と

し
て
使
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
次
情
報
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
資
源
管

理
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
し
て
い
る
か
。（
答
）
自
館
作
成
資
源
と
外
部

購
入
（
利
用
契
約
）
資
源
の
双
方
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
資

源
ポ
ー
タ
ル
を
構
築
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

Ⅳ
‐
３ 

「
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
と

ポ
ー
タ
ル
」 

（
佐
藤
毅
彦
関
西
館
電
子
図
書
館
課
長
）

　

当
館
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
重
要
な
拠
点
と
な
る
た

建設中の国家デジタル図書館
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め
、
電
子
情
報
の
広
範
な
収
集
・
組
織
化
・
保
存
・
提
供
、
長
期
保

存
と
利
用
保
証
、
外
部
組
織
・
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
と
協
働
の
た
め

の
柔
軟
性
・
相
互
運
用
性
の
確
保
に
力
点
を
置
き
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ａ
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
し
て
い
る
。
Ｄ
Ａ
シ

ス
テ
ム
の
構
造
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
層
・
保
存
シ
ス
テ
ム
層
・

ス
ト
レ
ー
ジ
層
の
三
層
か
ら
な
る
。

　

日
本
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
全
体
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

た
め
、
各
種
の
検
索
機
能
、
シ
ス
テ
ム
連
携
の
た
め
の
機
能
等
を
備

え
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
（
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
）
を
構
築
し

た
。
今
後
、
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
要
素
、
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
規
則
や
通

信
プ
ロ
ト
コ
ル
の
共
通
化
お
よ
び
連
携
先
と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
の
実

装
の
進
捗
に
よ
る
検
索
対
象
の
拡
大
が
課
題
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
用
い
る
メ
タ
デ
ー
タ
の
基
準
は
、
デ
ー

タ
の
保
存
と
交
換
の
観
点
か
ら
策
定
し
た
。
長
期
利
用
を
保
証
す
る

た
め
の
調
査
研
究
も
継
続
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
国
際
連
携
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

　
（
問 

）
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
で
は
、
メ
タ
デ
ー
タ
ハ
ー
ベ
ス
ト
と
横
断
検
索
の
ど

ち
ら
を
使
う
の
か
。（
答
）
両
方
使
用
す
る
。

　
（
問 

）
デ
ジ
タ
ル
化
情
報
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
書
名
等
は
、
紙
媒
体
の
書
誌

情
報
と
ま
と
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
別
個
に
作
成
す
る
の
か
。
Ｆ
Ｒ

Ｂ
Ｒ
（
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件
）
の
考
え
方
は
採
用
す
る
の
か
。

（
答
）
例
え
ば
マ
イ
ク
ロ
化
し
た
資
料
で
も
、
原
本
と
同
一
の
レ
コ
ー

ド
を
使
う
場
合
と
全
く
別
々
に
作
る
場
合
と
両
方
あ
る
。「
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
図
書
か
ら
別
の
レ
コ
ー
ド
を
作
成
し
て
い

る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
。

　
（
問 

）
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｓ
準
拠
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。（
答
）
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
層
に
お
い
て
提
出
用
情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

で
受
け
入
れ
、
保
存
用
情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
に
変
換
し
て
ス

ト
レ
ー
ジ
層
に
蓄
積
し
、提
供
は
配
布
用
情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）

で
行
う
。

　
（
問 

）
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
情
報
の
単
位
は
？
（
答
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
論
文
単

位
で
あ
る
。

Ⅳ
‐
４ 

「
中
国
国
家
図
書
館
新
聞
デ
ジ
タ
ル
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
（
Ｄ
ⅰ

Ｎ
ｅ
Ｒ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
李
春
明
報
刊
資
料
部
主
任
補

佐
﹇
王
志
庚
報
刊
資
料
部
主
任
代
読
﹈）

　

二
〇
〇
五
年
に
開
始
し
た
Ｄ
ｉ
Ｎ
ｅ
Ｒ
（D

igital N
ew

spaper 
Repository

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
般
利
用
者
に
デ
ジ
タ
ル
新
聞

の
検
索
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
専
門
主
題
情
報
の

加
工
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
新
聞
社
に
と
っ
て
は
、
デ
ー
タ

の
長
期
保
存
と
閲
覧
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
に
な
る
。

中
国
国
家
図
書
館
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
新
聞
の
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

出
版
元
か
ら
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
よ
う
に
し
た
。
デ
ー
タ
は
統
一

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
変
換
す
る
が
、
新
聞
に
は
図
・
文
字
・
表
な
ど
様
々

な
情
報
の
ほ
か
、
複
数
紙
面
に
わ
た
る
も
の
や
連
載
な
ど
形
式
も
多

様
で
あ
り
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
加
工
は
複
雑
で
あ
る
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ー
タ
は
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
の
二
層
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
保
存
す
る
。

　
（
問 
）
新
聞
の
メ
タ
デ
ー
タ
は
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
付
与
す
る
の
か
。（
答
）

記
事
レ
ベ
ル
ま
で
。
遡
及
分
は
紙
面
レ
ベ
ル
ま
で
の
予
定
。
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（
問 

）
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
に
変
換
し
て
い
く
の
か
。（
答
）
記
者
は
、執
筆
か
ら
出
版
ま
で
（
北

京
大
学
方
正
集
団
公
司
が
作
成
し
て
い
る
）
ト
ー
タ
ル
な
シ
ス
テ
ム

で
記
事
を
作
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
、
主
題
情
報
、
コ
ン

テ
ク
ス
ト
情
報
等
を
逆
解
析
す
る
方
法
を
用
い
る
。

　
（
問 

）
Ｄ
ｉ
Ｎ
ｅ
Ｒ
は
新
聞
関
係
の
団
体
と
協
定
を
締
結
し
て
実
施
し
て

い
る
の
か
（
答
）
北
京
大
学
方
正
集
団
公
司
と
協
力
し
て
、
ま
た
納

本
制
度
を
使
っ
て
出
版
デ
ー
タ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
（
問 

）
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
の
二
層
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
新
聞
記
事
保
存
の
国
家

標
準
に
な
る
の
か
。（
答
）
出
版
界
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
好
ん

で
は
い
な
い
が
、
現
状
と
し
て
は
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

Ⅴ　

そ
の
他
の
業
務
交
流

　

当
館
の
業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、

中
国
国
家
図
書
館
が
図
書
館
業
務
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し
て
使
用
し
て

い
る
統
合
図
書
館
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。ま
た
、

分
館
で
あ
る
古
籍
館
を
視
察
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に

関
す
る
技
術
的
な
問
題
点
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
当
館
か
ら

は
、
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
異
体
字
へ
の
対
処

例
等
を
紹
介
し
た
。

　

こ
の
他
、
北
京
大
学
図
書
館
、
首
都
図
書
館
、
清
華
大
学
図
書
館
、

清
華
同
方
公
司
、
中
国
科
学
院
国
家
科
学
図
書
館
等
を
訪
問
し
、
デ

ジ
タ
ル
資
源
の
作
成
や
収
集
等
に
関
し
て
調
査
し
た
。

Ⅵ　

 

日
中
韓
国
立
図
書
館
の
電
子
図
書
館
事
業
に
係
る
連
携
協
力

に
関
す
る
意
見
交
換
お
よ
び
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

二
〇
〇
七
年
八
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ

ン
で
開
か
れ
た
第
七
三
回
国
際
図
書
館
連
盟
大

会
の
際
、
日
中
韓
国
立
図
書
館
長
懇
談
会
が
催

さ
れ
、
長
尾
館
長
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

事
業
の
国
際
連
携
に
関
す
る
提
案
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
メ
タ
デ
ー
タ
ス
キ
ー
マ
の
共
通

化
、
統
合
的
な
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
、

長
期
保
存
に
関
す
る
連
携
・
協
力
の
三
点
に
つ

い
て
、
漢
字
文
化
圏
に
存
す
る
日
中
韓
の
三
国

が
協
働
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
し
て
、
今
回
の
業
務
交
流
の
場
で
日
中
間

の
協
議
を
行
い
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
東
京

で
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議
が
開
催
さ
れ
る

の
を
機
に
、三
国
で
業
務
交
流
を
実
施
す
る
旨
基
本
的
に
合
意
し
た
。

　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
陳
力
副
館
長
が
両
館
の
報
告

に
つ
い
て
、
電
子
図
書
館
の
発
展
と
今
後
の
課
題
に
言
及
し
た
有
益

な
も
の
で
あ
っ
た
と
総
括
し
た
。
ま
た
「
国
立
国
会
図
書
館
と
中
国

国
家
図
書
館
と
の
交
流
・
協
力
に
関
す
る
意
向
書
」
を
今
後
も
維
持

す
る
こ
と
、
研
修
の
た
め
の
職
員
の
派
遣
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。



563号／2008②国立国会図書館月報 ― 12 ―

Ⅶ　

お
わ
り
に

　

四
半
世
紀
に
及
ぶ
日
中
の
業
務
交
流
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
事
業
で
の
連
携
な
ど
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
こ
こ
数
回

に
わ
た
り
電
子
図
書
館
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
が
、
今
回
、
中
国
側
は
当
館
の
情
報
化
統
括
体
制
の
細

部
に
つ
い
て
再
三
情
報
を
求
め
る
等
、
当
館
で
実
施
し
て
い
る
事

業
の
枠
組
み
や
技
術
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
、
並
々
な
ら
ぬ
関
心

を
寄
せ
て
い
た
。
当
館
側
も
、
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
が
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
の
み
な
ら
ず
、
書
庫
や
閲
覧
席
数
の
拡

大
等
、
大
規
模
建
造
物
の
増
築
を
も
含
意
す
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
な
ど
、
中
国
で
先
行
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
貴
重
な
参

考
例
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
双
方
に
と
っ
て
実
り
の
あ

る
交
流
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
。 

１ 

詳
し
く
は
申
暁
娟
「
中
国
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
概
況
」『
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
』294

（2007.12

）p.2-3

　

 （http://w
w
w
.dap.ndl.go.jp/ca/im

ages2/ca/ca294.pdf

）
も
参
照
。

２ 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
伝
播
権
（
送
信
権
）
保
護
条
例
に
基
づ
く
と
の
こ
と
。

　

 「CD
N
LA

O
 2007 

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
（
2
）
中
国
、
韓
国
」『
カ
レ
ン
ト

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス-

Ｅ
』117

（2007.11.14

）（http://w
w
w
.dap.ndl.go.jp/ca/

m
odules/cae/item

.php?item
id=737

）
も
参
照
。

＊ 

国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
国
立
国
会
図
書
館
と
中
国
国
家

図
書
館
と
の
業
務
交
流
概
要
一
覧
」（http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/

cooperation_chronological_china.htm
l

）
を
掲
載
し
て
お
り
、最
近
の
報
告
は

全
文
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

訪中代表団

和中幹雄関西館長（団長）、山口和之総務部企画課長、
加藤浩主題情報部科学技術・経済課長、
佐藤毅彦関西館電子図書館課長、
前田直俊関西館アジア情報課アジア第二係長（通訳）

日程　平成19年11月 4日（日）～11月11日（日）

11月 4日（日）代表団中国入国
11月5日（月）中国国家図書館長表敬、館内・新館工事現場見学、世界図書館長

フォーラム参加
11月6日（火）業務交流（オープニングセッション　基調報告）

北京大学図書館見学
11月7日（水）業務交流（テーマ報告Ⅰ、Ⅱ）
11月8日（木）首都図書館見学、中国国家図書館古籍館見学
11月9日（金）清華大学図書館および清華同方公司（本部、データ加工センター）

見学、中国科学院国家科学図書館見学
業務交流（クロージングセッション）

11月10日（土）北京近郊視察
11月11日（日）代表団帰国

左から、山口、和中、加藤、長尾、
佐藤、前田



563号／2008② 国立国会図書館月報― 13 ―

財
團
法
人
滿
鐵
會
六
十
年
の
歩
み

　

 

滿
鐵
會
編
・
刊（
〒
114-
0061
中
央
区
銀
座
西
七―
二

　

―

四
）
二
〇
〇
六
・
一
一　

二
八
七
頁　

Ａ
５

　

判 

（E4-H
221

）

　

本
書
は
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
通
称
・
満
鉄
）

が
約
四
〇
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
後
、
元
満
鉄
社
員
の

退
職
手
当
支
払
い
、
恩
給
・
共
済
年
金
に
お
け
る
満

鉄
在
職
期
間
の
算
入
、
あ
る
い
は
負
傷
・
死
亡
し
た

社
員
の
軍
属
と
し
て
の
処
遇
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
た
「
財
団
法
人
満
鉄
会
」
の
歴
史
を
叙

述
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
集
・
発
行
も
「
満
鉄
会
」

自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

満
鉄
に
つ
い
て
言
及
し
た
著
作
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
が
、
本
書
は
満
鉄
そ
れ
自
体
の
歴
史
に
加

え
て
、
終
戦
後
に
「
全
て
を
失
い
無
一
物
で
引
き
揚

げ
た
」（
本
書
一
五
ペ
ー
ジ
）
満
鉄
元
社
員
た
ち
の

歩
み
に
光
を
当
て
て
い
る
。「
満
鉄
」
と
「
満
鉄
会
」

の
歴
史
を
同
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味

で
、
満
鉄
関
係
の
類
書
の
中
で
も
異
彩
を
放
っ
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
を
開
く
と
、
ま
ず
目
に
付
く
の
が
、
口
絵
部

分
で
一
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
、

満
鉄
関
係
の
様
々
な
写
真
類
で
あ
る
。
満
鉄
作
成
の

ポ
ス
タ
ー
や
観
光
案
内
、
あ
る
い
は
満
鉄
が
開
発
し

た
機
関
車
（
パ
シ
ハ
、
マ
テ
イ
、
ダ
ブ
サ
、
ミ
カ
イ
）

や
満
鉄
本
社
な
ど
の
白
黒
写
真
は
、
当
時
の
雰
囲
気

を
読
者
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

　

本
文
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
部
「
満
鉄
会

の
歴
史
」
に
お
い
て
、
満
鉄
会
の
成
立
か
ら
現
在
に

至
る
歩
み
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
資
料
と
し
て
「
満

鉄
会
小
史
」（
年
表
）、「
財
団
法
人
満
鉄
会
寄
附
行

為
」、あ
る
い
は
満
鉄
会
の「
会
長
・
理
事
長　

理
事
・

監
事
・
評
議
員
名
簿
」
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

満
鉄
会
の
運
営
形
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
部
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
満
鉄
会
の
母
体
と

な
っ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
六
日
、「
満
鉄

引
揚
社
員
全
国
大
会
」
の
場
で
結
成
さ
れ
た
「
満
鉄

社
友
新
生
会
」で
あ
る
。
同
会
は
社
員
の
債
権
確
保
・

退
職
手
当
の
支
払
い
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
が
、
未

払
い
退
職
手
当
の
残
金
受
託
の
た
め
、
一
九
五
四
年

に
財
団
法
人
化
さ
れ
た
。

　

法
人
格
を
得
た
満
鉄
会
は
、
未
払
い
退
職
手
当
問

題
、
恩
給
・
共
済
年
金
の
算
定
問
題
、
そ
し
て
軍
と

同
様
の
業
務
に
従
事
中
負
傷
・
死
亡
し
た
社
員
の
軍

属
処
遇
と
い
っ
た
懸
案
に
つ
い
て
、
一
九
六
〇
年
代

以
降
ひ
と
つ
ひ
と
つ
成
果
を
挙
げ
て
い
っ
た
。
そ
の

後
の
満
鉄
会
は
、
満
鉄
の
事
績
を
顕
彰
し
、
ま
た
殉

職
社
員
な
ど
の
霊
を
慰
め
る
べ
く
「
満
鉄
留
魂
碑
」

の
建
設
を
目
指
し
、
つ
い
に
一
九
八
一
年
、
富
士

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。

標題紙部分
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霊
園
に
留
魂
碑
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
毎
年
五
月
中
旬
に
、
留
魂

碑
の
前
で
留
魂
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、第
二
部
「
満
鉄
の
歴
史
」
に
お
い
て
は
、

満
鉄
そ
の
も
の
の
約
四
〇
年
に
わ
た
る
歴
史
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
通
史
的
な
記
述
に
加
え

て
、
満
鉄
の
役
員
一
覧
や
、「
満
鉄
関
係　

法
律
・

条
約
集
」「
満
鉄
総
裁
の
訓
諭
集
」「
満
鉄
組
織
一
覧

表
」
と
い
っ
た
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
満
鉄
を

知
る
上
で
は
貴
重
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
満
鉄
マ
ー
ク
の
由
来
」「
満
鉄
社
歌
が
で
き
る
ま
で
」

と
い
う
こ
ぼ
れ
話
的
な
コ
ラ
ム
も
あ
り
、
マ
ー
ク
や

社
歌
の
公
募
過
程
を
め
ぐ
る
記
述
か
ら
、
当
時
の
満

鉄
社
内
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
は
、
記
述
面
・
資

料
面
の
い
ず
れ
か
ら
見
て
も
充
実
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
、
満
鉄
・
満
鉄
会
い
ず
れ
の
歴
史
を
知
る
上

で
も
貴
重
な
一
冊
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
最
近
の
報
道
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
七

年
一
二
月
一
三
日
付
夕
刊
）
に
よ
る
と
、
財
団
法
人

と
し
て
の
満
鉄
会
の
維
持
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、

所
蔵
資
料
の
継
承
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
。

（
平ひ
ら

岡お
か　

章あ
き

夫お

）

イ 

タ
リ
ア
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ブ
ッ
ク　

中
小

企
業
の
デ
ザ
イ
ン
戦
略

　

 

日
本
貿
易
振
興
機
構
富
山
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー
刊
（
〒
930-
0866
富
山
市
高
田
二
五
七
番
地

情
報
ビ
ル
二
階
）
二
〇
〇
六　

一
四
三
頁

　

Ａ
４
判 

（M
371-H

81

）

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
メ
と
並
ん
で
、
そ
の
カ
ラ

フ
ル
な
色
使
い
や
洗
練
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
、
個
性
的

な
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
で
も
人
気
の
高
い
イ
タ
リ
ア

の
デ
ザ
イ
ン
。
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
（
ア
レ
ッ
シ
ィ
）
の

キ
ッ
チ
ン
用
品
や
、
Ｃ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ａ
（
カ
ッ
シ
ー

ナ
）
の
ソ
フ
ァ
と
言
え
ば
、
思
い
出
す
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
書
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
四
年
間
、
富
山
県
と

ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
が
地
域
間
産
業

交
流
事
業
と
し
て
行
っ
た
富
山
と
ミ
ラ
ノ
の
デ
ザ
イ

ン
交
流
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、出
版
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
企
業
経
営
者
・
デ
ザ
イ
ン
担
当
者
・

行
政
機
関
な
ど
か
ら
な
る
使
節
団
の
ミ
ラ
ノ
へ
の
派

遣
や
、
ミ
ラ
ノ
か
ら
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
経
営
者
の
招

へ
い
、
富
山
県
の
モ
ノ
づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
展
示
会
お
よ
び
ミ
ラ
ノ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
対
象
と

し
た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
富
山
県
企
業
と
ミ
ラ
ノ
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
共
同
開
発
し
た

製
品
を
市
場
に
送
り
出
す
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
書
に
は
、
こ
う
し
た
一
連
の

活
動
や
開
発
事
例
の
報
告
に
加
え
、
イ
タ
リ
ア
で
活

躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
紹
介
や
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら

見
た
現
地
企
業
の
戦
略
、成
功
要
因
の
分
析
な
ど
が
、

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
紹
介
し
た
部
分
は
、
彼
ら
の
作
品
を
ま
る

で
カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
る
こ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

紹
介
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
富
山
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ

ア
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
商
品
開
発
を
考
え
る
日
本
の
企

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
出
版
の
意
図
か
ら
、

本
人
と
作
品
の
写
真
、
経
歴
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加
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え
、
オ
フ
ィ
ス
の
住
所
や
連
絡
先
、
関
わ
っ
た
企
業

や
日
本
で
の
活
動
歴
、
使
用
言
語
ま
で
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
掲
載
人
数
は
、
ま
だ
名
前
の
知
ら
れ
て
い

な
い
若
手
か
ら
日
本
で
も
有
名
な
中
堅
ま
で
を
中
心

に
一
一
六
人
に
も
上
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
名
前
は

知
ら
な
く
て
も
、ど
こ
か
で
目
に
し
た
作
品
も
多
く
、

商
品
開
発
と
い
う
目
的
を
離
れ
て
も
、「
こ
の
グ
ラ

ス
、
よ
く
見
か
け
る
け
ど
、
こ
ん
な
人
が
作
っ
て
い

た
ん
だ
」
と
い
う
発
見
が
あ
っ
た
り
、
か
わ
い
い
デ

ザ
イ
ン
と
作
者
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
？
）
に
驚
い
た
り

と
、
作
り
手
の
姿
を
間
近
に
見
る
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
。あ
わ
せ
て
、イ
タ
リ
ア
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
、
オ
ラ
ン

ダ
人
、
米
国
人
な
ど
も
紹
介
し
て
お
り
、
世
界
各
地

か
ら
優
秀
な
人
材
が
、
イ
タ
リ
ア
に
集
ま
っ
て
い
る

状
況
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
歴
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
優
秀
な
人
材
が
、
個
性
を

活
か
し
、
開
発
の
段
階
か
ら
企
業
に
対
し
て
様
々
な

提
案
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
組
み
こ
そ
が
、「
イ
タ
リ
ア
ン
デ
ザ
イ
ン
」

の
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

（
芦あ
し

田だ　

淳
じ
ゅ
ん
）

「
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
と
近
代
日
本
」
展　

版
画
と

写
真
で
た
ど
る
日
露
交
流―

ロ
シ
ア
国
立
図

書
館
所
蔵
品
よ
り　

日
露
修
好
150
周
年
記
念

　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
ロ
シ
ア
国
立
図
書

館
刊　

二
〇
〇
六　

二
二
一
頁　

四
六
倍
判

 

（A
99-ZR4-H

16

）

　

本
書
は
、
下
田
で
の
日
露
通
好
条
約
締
結
一
五
〇

周
年
を
記
念
し
て
、
日
露
交
流
の
歴
史
を
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
国
立
図
書
館
所
蔵
品
で
た
ど
っ
た

展
覧
会
の
図
録
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
黎
明
期

の
日
露
交
流
ゆ
か
り
の
日
本
の
四
地
方
都
市
で
開
催

さ
れ
た
。

　

近
世
の
歴
史
に
お
い
て
日
本
が
国
を
閉
ざ
し
て
い

る
頃
、
大
国
ロ
シ
ア
は
世
界
を
見
据
え
、
南
下
政
策

を
旗
じ
る
し
に
し
て
い
た
。
鎖
国
政
策
を
と
る
日
本

は
、
北
方
に
位
置
す
る
隣
国
ロ
シ
ア
へ
の
関
心
が
薄

い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
間
の
攻
防
と
は

別
の
と
こ
ろ
で
、
日
露
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
た
。

黒
潮
の
流
れ
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
沿
岸
に
漂
着
し
た
漂

流
民
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

記
録
に
残
る
最
初
は
一
六
九
五
年
、
伝
兵
衛
な
る

者
の
漂
着
と
い
わ
れ
る
。
漂
着
し
た
者
た
ち
は
、
時

の
皇
帝
に
引
見
さ
れ
、そ
こ
で
日
本
事
情
を
説
明
し
、

ま
た
、
後
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
は
使
節
団
を
伴
っ
て
彼
ら
を
日
本
へ
送
り
届

け
、
そ
れ
を
機
に
通
商
を
求
め
た
。
幾
度
か
の
こ
の

繰
り
返
し
の
な
か
で
両
国
民
の
あ
い
だ
に
は
友
情
や

信
頼
も
芽
生
え
て
い
た
。
鎖
国
と
い
う
泰
平
の
夢
を

さ
ま
さ
れ
た
日
本
は
、
列
強
の
動
き
に
左
右
さ
れ
な

が
ら
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
歩
み
を
進
め
て
ゆ
く
こ

と
に
な
る
。　

　

本
書
は
、
二
国
間
の
近
代
交
流
史
を
短
く
概
説
し

た
部
分
と
、
カ
タ
ロ
グ
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

カ
タ
ロ
グ
部
分
に
は
、
造
船
を
学
ぶ
た
め
、
オ
ラ

ン
ダ
に
滞
在
し
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
が
、
日
本
に
関

す
る
知
識
を
得
た
様
子
を
描
い
た
銅
版
画
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
、
西
洋
の
国
々
が
ア
ジ
ア

へ
目
を
向
け
る
時
代
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
も
ま
た
、

東
方
へ
拡
大
し
て
い
き
、
日
本
と
の
外
交
関
係
を

取
り
結
ぶ
ま
で
の
流
れ
が
資
料
を
通
じ
て
読
み
取
れ

る
。
間
宮
林
蔵
の
樺
太
探
検
と
同
時
代
の
、
ク
リ
ル

諸
島
（
千
島
列
島
）
の
詳
細
図
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　
「
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
極
東
外
遊
ア
ル
バ
ム
」
の
項

で
は
、
当
時
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
写
真
技
術

を
用
い
て
、
ロ
シ
ア
皇
太
子
（
当
時
皇
太
子
だ
っ
た

ニ
コ
ラ
イ
二
世
）
の
来
日
中
の
姿
を
写
し
て
い
る
。
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「
ロ
シ
ア
か
ら
見
た
日
露
戦
争
」
の
項
で
は
、
従

軍
カ
メ
ラ
マ
ン
の
写
真
技
術
が
戦
場
で
発
揮
さ
れ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

カ
タ
ロ
グ
の
最
後
の
項
目
は
「
帝
政
ロ
シ
ア
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
日
露
戦
争
を
経
て
「
芸

術
の
国
」「
発
展
し
つ
づ
け
る
国
」
な
ど
と
、
資
料

の
表
題
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
、
日
本
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
音
楽
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
石
鹸
・
菓
子
の
包

装
紙
な
ど
、
極
彩
色
の
日
本
風
の
絵
画
が
描
か
れ
た

日
用
品
な
ど
か
ら
、
首
都
の
み
な
ら
ず
モ
ス
ク
ワ
で

も
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
の
資
料
群
は
、
銅
版
画
・
彩

飾
写
本
・
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
（
風
刺
画
）・
ル
ボ
ー
ク
（
民

衆
版
画
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

激
動
の
時
代
を
経
て
、「
と
な
り
の
ロ
シ
ア
」
へ

思
い
を
は
せ
る
時
、
文
化
に
国
境
は
な
い
こ
と
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
気
が
す
る
。（

嶋し
ま

本も
と　

裕ひ
ろ

子こ

）

本
書
の
表
紙
絵
は
、「
一
八
九
六
年
五
月
一
八
日
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
戴
冠
式
の
際
、

モ
ス
ク
ワ
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
宮
殿
に
て
郷
長
ら
を
招
い
て
開
催
し
た
午
餐
会
メ
ニ
ュ
ー
」
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一　

は
じ
め
に

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
国
立
国
会
図
書

館
が
全
国
の
公
共
図
書
館
・
大
学
図
書
館
・
専
門
図
書
館
等
と
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
や
情
報
の
探
索
方
法
な
ど
の
デ
ー
タ
を
協
同
で
蓄

積
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
事
業
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
て
の
図
書
館
間
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
共
有
の
取
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
内
の
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館
で
試
み
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
館
種
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
取
組
み
は
、
当

事
業
が
初
め
て
で
す
。

　

当
事
業
は
、
当
初
実
験
事
業
と
し
て
平
成
一
四
年
に
三
か
年
の
予

定
で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
一
六
年
四
月
に
事
業
参
加
館
に
向
け
て
シ

ス
テ
ム
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
一
七
年
四
月
に
本
格
事
業

化
し
、同
年
一
二
月
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
一
般
に
も
公
開
し
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
ま
も
な
く
シ
ス
テ
ム
の
提
供
開
始
か
ら
五
年
目
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
当
事
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
ど
の
よ
う
な
道
の
り
を
た
ど
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
へ

と
成
長
を
と
げ
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
の
姿
を
概
観
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
課
題
お
よ
び
展
望
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

二　

こ
れ
ま
で
の
道
の
り

１　

実
験
事
業
の
立
上
げ

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
は
、
利
用
者
の
多
種
多
様
な
情
報
要
求
に
対

す
る
図
書
館
員
の
人
的
支
援
と
い
う
側
面
を
持
つ
こ
と
か
ら
、収
集
・

組
織
化
や
利
用
提
供
な
ど
他
の
部
門
に
比
べ
、
シ
ス
テ
ム
化
が
困
難

な
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
記
録
し
、
職
員
内

で
の
回
覧
や
事
例
集
を
作
成
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
多
く
の
図
書
館

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
録
を
電
子
化
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
し
て
い
る
図
書
館
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
地
域
内

の
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
共
有
が
試

み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
分
な
規
模
の
デ
ー
タ
数
の
確
保
が
課
題

で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
平
成
一
四
年
の
関
西
館
開
館
を
機
に

電
子
図
書
館
に
関
連
す
る
実
験
事
業
と
し
て
、
全
国
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
事
例
を
統
合
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
・
運
用
し
、
そ
の
可
能

性
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
実
験
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
実
験
事
業
に
お
い
て
掲
げ

た
具
体
的
な
検
証
項
目
は
、
次
の
事
項
で
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
こ
れ
か
ら

―

シ
ス
テ
ム
提
供
開
始
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て―
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・ 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般
に
公
開
す

る
こ
と
に
よ
る
有
効
性
の
検
証

　

・ 
各
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
を
統
合
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
、
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
改
善
・
効
率
化
す
る

こ
と
の
検
証

　

・ 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
軸
に
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
業
務
の
協
力
方
法
に
つ
い
て
の
検
証

　

・ 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
の
交
換
・
共
有
の
た
め
の
標
準
形
式
の

検
証

２　

先
行
調
査
と
シ
ス
テ
ム
開
発
（
平
成
一
四
〜
一
五
年
度
）

　

こ
の
実
験
事
業
に
お
い
て
、
館
種
を
超
え
た
図
書
館
で
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
事
例
等
の
共
有
を
図
る
と
な
る
と
、
ま
ず
記
録
す
べ
き
要
素
の

標
準
化
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
登
録
に
際
し

て
、
事
業
の
参
加
館
が
可
能
な
限
り
負
担
と
な
ら
な
い
仕
組
み
を
考

え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
初
年
度
の
平
成
一
四
年
度
は
、

海
外
の
先
行
事
例
の
調
査
や
、
国
内
の
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業

務
の
実
態
把
握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
並
行
し

て
シ
ス
テ
ム
の
概
要
・
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
各
図
書
館
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
の
記

録
や
活
用
状
況
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
記
録
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
の
有
無
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
集
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
調

査
票
の
サ
ン
プ
ル
な
ど
を
調
査
し
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
に
必
要

な
基
礎
的
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
必
要
性

や
求
め
る
機
能
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と

に
シ
ス
テ
ム
の
概
要
・
基
本
設
計
を
固
め
、
日
本
図
書
館
協
会
等
の

関
係
機
関
お
よ
び
団
体
へ
の
説
明
会
や
、
各
館
種
の
図
書
館
を
招
い

て
の
準
備
会
議
を
開
催
し
、
要
望
を
具
体
的
に
把
握
す
る
よ
う
努
め

ま
し
た
。

　

平
成
一
五
年
度
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
の
記
録
の
標
準
形
式

と
な
る「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」

を
確
定
し
、七
月
か
ら
本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
開
発
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、九
月
に
実
験
事
業
の
実
施
要
項
と
参
加
規
程
を
策
定
し
、第
一

期
の
実
験
事
業
へ
の
参
加
館
の
募
集
を
行
い
、
一
四
八
館
の
参
加
を

得
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
〇
館
に
依
頼
し
て
参
加
館
会
議
を
二
度
開

催
し
、
当
事
業
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
は
、
平
成
一
六
年
二
月
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
こ

れ
を
受
け
同
年
三
月
に
、
初
期
デ
ー
タ
の
登
録
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
参
加
館
に
対
し
て
テ
ス
ト
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
初
期
デ
ー
タ

と
し
て
は
、
同
年
三
月
末
日
ま
で
に
、
専
門
図
書
館
の
遡
及
デ
ー
タ

を
中
心
に
三
、
〇
〇
〇
件
程
度
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

３　

シ
ス
テ
ム
の
参
加
館
公
開
（
平
成
一
六
年
度
）

　

平
成
一
六
年
四
月
一
日
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
参
加
館
公
開
を
正
式

に
行
い
、
参
加
館
か
ら
の
デ
ー
タ
登
録
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
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参
加
館
か
ら
の
デ
ー
タ
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
入

力
画
面
か
ら
の
登
録
の
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
一

括
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ー
タ
作
成
支
援
ツ
ー
ル
を
開
発

し
、
参
加
館
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
館
が
既
に
保
有
し
て

い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
か
ら
デ
ー
タ
を
出
力

し
、
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
機
能
も
設
け
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
の
一
般
公
開
は
平
成
一
七
年
度
以
降
と
し
、
平
成
一
六
年

度
は
、
登
録
デ
ー
タ
に
つ
い
て
参
加
館
が
相
互
に
意
見
交
換
で
き
る

コ
メ
ン
ト
機
能
の
開
発
を
行
い
、
平
成
一
七
年
三
月
に
提
供
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
以
降
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
有

識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
五
回
、
延
べ
一
五
人
に
対
し
実
施
し
、
そ
れ
ま

で
に
得
た
知
見
と
併
せ
、
実
験
事
業
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
証
を
し

た
上
で
、
平
成
一
七
年
度
以
降
、
本
格
事
業
と
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

参
加
館
に
つ
い
て
は
第
二
期
参
加
館
募
集
を
一
〇
月
に
行
い
、
新

た
に
一
三
五
館
の
参
加
を
得
て
、
合
計
二
八
三
館
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
格
事
業
化
を
直
前
に
控
え
た
平
成
一
七
年
二
月
に
、
実

験
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
初
の
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
関
西

館
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
一
〇
〇
機
関
か

ら
一
三
七
名
の
事
業
関
係
者
が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
が
一

定
の
評
価
を
得
る
と
と
も
に
、
当
事
業
が
図
書
館
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
七
年
三
月
末
に
お
け
る
デ
ー
タ
登
録
数
は
一
三
、九
四
五

件
、平
成
一
六
年
度
の
登
録
デ
ー
タ
の
被
参
照
件
数
は
二
九
、五
一
六

件
で
し
た
。

４　

本
格
事
業
化
以
降
（
平
成
一
七
年
度
〜
）

　

平
成
一
七
年
四
月
、当
事
業
は「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
事
業
」
と
名
称
を
変
更
し
、
本
格
事
業
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
七
年
度
は
、
有
識
者
の
協
力
の
も
と
、
デ
ー
タ
の
作
成
・

公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
会
議
を
開
催
し
、
同
年
一
〇

月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
開
を
行
い
、
一
二
月
に
シ
ス
テ
ム
を
一

般
公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
度
か
ら
、
参
加
館
の
職
員
を
対
象

に
、
シ
ス
テ
ム
機
能
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
研
修
会
を
始
め
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
事
業
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
参
加
館
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
八
年
度
か
ら
、
参
加
館
の
職
員
お
よ
び
図
書
館
情
報
学
関

係
者
か
ら
な
る
企
画
協
力
員
会
議
を
開
催
し
、
事
業
の
方
向
性
や
課

題
に
つ
い
て
の
助
言
を
得
る
と
と
も
に
、
参
加
館
の
職
員
が
デ
ー
タ

作
成
の
参
考
と
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
集
の
刊
行
や
、
コ
メ
ン
ト
機
能

の
活
用
促
進
の
企
画
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
館
は
、平
成
一
七
年
度
に
一
〇
七
館
、平
成
一
八
年
度
に
五
二

館
、
平
成
一
九
年
度
は
一
月
末
ま
で
に
一
一
館
の
参
加
を
得
て
、
現
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在
四
五
二
館
で
す
。
ま
た
、
平
成
二
〇
年
一
月
現
在
、
デ
ー
タ
登
録

数
は
約
二
九
、五
〇
〇
件
（
う
ち
一
般
公
開
は
約
一
七
、五
〇
〇
件
）、

登
録
デ
ー
タ
の
月
間
の
被
参
照
件
数
は
約
一
〇
万
件
で
す
。

三　

当
事
業
が
も
た
ら
し
た
効
果

１　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
改
善
へ
の
寄
与 

　

こ
れ
ま
で
、
当
事
業
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
参
加
館
か
ら

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
の
実
践
例
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
図
書
館

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
向
上
や
効
率
化
に
、
当
事
業
は
次
の
よ
う

な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
回
答
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
の
情
報
源
の
提
供

　

②
デ
ー
タ
登
録
・
利
用
に
よ
る
図
書
館
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

③
相
互
協
力
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

　

④
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
広
報
の
基
盤

　

①
の
情
報
源
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
三
万
件
弱
の
デ
ー
タ

登
録
数
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
回
答
そ
の
も
の
を
引
き
出
す
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
の
利
便
性
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
デ
ー
タ
は
、
回
答
を
導
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
も

記
録
要
素
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
で
同
様
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
質
問
に
つ
い
て
の
情
報
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
他
館
の
デ
ー
タ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
参
考
資
料
や
ウ
ェ

ブ
上
の
ツ
ー
ル
を
知
る
こ
と
で
、
自
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
構
築
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②
の
図
書
館
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

を
第
三
者
に
伝
わ
る
形
で
整
理
し
記
録
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、

図
書
館
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
記

録
は
前
述
の
よ
う
に
回
答
を
導
き
出
し
た
プ
ロ
セ
ス
情
報
も
含
ん
で

い
る
た
め
、
記
録
を
読
む
こ
と
に
よ
り
ス
キ
ル
の
継
承
と
共
有
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
修
等
で
の
登
録
デ
ー
タ
の
利
用
の
ほ
か
、

日
常
的
な
デ
ー
タ
登
録
の
取
組
み
に
よ
り
、
業
務
委
託
ス
タ
ッ
フ
を

含
め
図
書
館
員
の
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

③
の
相
互
協
力
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
は
未
解
決
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
も
登
録
で
き
、
参
加
館
に

情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
積

極
的
に
利
用
し
て
、
コ
メ
ン
ト
機
能
に
よ
る
参
加
館
の
相
互
協
力
で

回
答
を
導
き
出
し
、利
用
者
に
還
元
し
て
い
る
参
加
館
が
あ
り
ま
す
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
の
広
報
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
盤
と
し
て
利
用
し
て
い
る
参
加

館
が
増
え
て
い
ま
す
。

２　

一
般
利
用
者
の
調
査
活
動
の
支
援

　

平
成
二
〇
年
一
月
現
在
、
登
録
デ
ー
タ
の
月
間
の
被
参
照
件
数

約
一
〇
万
件
の
う
ち
、
一
般
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
被
参
照
件
数
は
九

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
個
人
の
ブ
ロ
グ
等
に
お
い
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
、
デ
ー
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タ
ベ
ー
ス
の
存
在
を
知
ら
な
く
て
も
検
索
エ
ン
ジ
ン
等
を
経
由
し
て

デ
ー
タ
を
直
接
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
一
般
利

用
者
の
調
査
活
動
に
も
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

四　

今
後
の
課
題
お
よ
び
展
望

　

当
事
業
を
発
展
的
に
継
続
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
デ
ー
タ
登
録
数

の
増
加
、
参
加
館
数
の
拡
大
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
登
録
数

の
増
加
の
た
め
に
は
、事
業
に
積
極
的
な
参
加
館
の
事
例
を
参
考
に
、

参
加
館
の
業
務
フ
ロ
ー
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
定

着
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
館
数
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
意
義
を
図
書
館
界
に
十
分
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

広
報
等
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
、
登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
効
果
的
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
考

え
る
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
の
役
割
と
し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
重
視
さ
れ
、

新
し
い
展
開
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
当
事
業
は
新
た
な
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
図
書
館
の
垣
根
を
超
え
て
、
協
同
で
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
質
的
な
向
上
を
目
指
す
た
め
、
今
後
も
課
題
へ

の
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
関
西
館
図
書
館
協
力
課
）

レファレンス協同データベースには、こんなデータが入っています。
・犬養毅の肖像写真を探している。

〔近畿大学中央図書館、レファレンス事例、1000024376〕

・整髪料（ヘアムースなど）の、日本での年間消費額についてわかる資料はあるか。
〔松山市立中央図書館、レファレンス事例、1000037583〕

・日本における最古の「広告」はどのようなものか。
〔吉田秀雄記念事業財団アド・ミュージアム東京広告図書館、レファレンス事例、1000023461〕

・社員旅行に関する実態調査（実施状況、費用負担、不参加者の取扱い等）、意識調査、
最近の動向等について知りたい。

〔愛知県勤労会館労働図書資料室、レファレンス事例、1000037423〕

・古切手を貼り合わせて作った絵を見たい。
〔東京都立中央図書館、レファレンス事例、1000021644〕

・ベストセラー・ロングセラーの本は？
〔日本能率協会総合研究所マーケティングデータバンク、調べ方マニュアル、2000000033〕

・西洋の人名・地名の漢字表記
〔国立国会図書館、調べ方マニュアル、2000001474〕

〔　〕内は〔データを提供した図書館名、データ種別、登録番号〕の順です。
検索の際にお使いください。
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すでに登録されているレファレ
ンス事例の中に、類似した質
問の調査に応用できるものや、
ヒントになるものがあるかもし
れません。

回答プロセスやその情報源を
知ることによって、レファレン
スサービスの知識や技術を広
げることができます。

利用者が、
ご自分で調べ物をする際の
情報源としても利用できます。

過去に蓄積されたデータの中
から、質問の多く寄せられた
分野や回答できなかった事例
を分析すれば、どのような参
考図書が必要なのかという蔵
書の評価に役立てることがで
きます。

図書館にとっては…

「レファレンス事例」画面をご紹介します。

調べ方マニュアル、特別コレクションデータ、参加館プロファイルデータも、それぞれ
情報源、研修教材、広報の題材など、さまざまな活用法が考えられます。

レファレンス協同データベースについてより詳しくお知りになりたい方は、次の資料を
あわせてご一読ください。

　 国立国会図書館関西館事業部編『レファレンス協同データベース事業データ作成・公開に
関するガイドライン』日本図書館協会，2006．
　代表的なレファレンス事例とその解説もご覧になれます。

　 国立国会図書館関西館事業部編『レファレンス協同データベース事業調べ方マニュアルデー
タ集：データと解説』日本図書館協会，2007．
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レファレンス協同データベースとは
http://crd.ndl.go.jp/

■レファレンス協同データベースとは
　全国の図書館が、各館のレファレンス・サービスから生まれる情報を協同で登録・蓄
積し、インターネットを通じて提供するデータベースです。
　登録データを活用することにより、各図書館におけるレファレンス業務の効率化と質
の向上を図るとともに、一般の方々の調査研究を支援することを目的としています。

■収録データ
　収録データの種類は、次の 4つです。
　①レファレンス事例　各図書館で行っているレファレンス・サービスの記録。
　②調べ方マニュアル　特定のテーマ、トピックについての探索方法の説明。
　③特別コレクション　個人文庫や貴重書など、参加館が所蔵する特殊なコレクション。
　④参加館プロファイル　事業の参加館に関する情報。
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は
じ
め
に

　

本
稿
の
執
筆
を
頼
ま
れ
た
時
、
正
直
な
と
こ
ろ
多
少
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
が
過
去
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
事
業
（
レ
フ
ァ
協
）
の
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
身
内
意
識
の

せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
六
年
目
と
な
る
こ
の
事
業
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
含
め
書
き
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う

思
い
に
か
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
厚
か
ま
し
さ
を

省
み
ず
ペ
ン
を
取
ら
せ
て
頂
く
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。

一　

レ
フ
ァ
協
事
始
め

　

レ
フ
ァ
協
の
事
始
め
は
、今
か
ら
七
、八
年
前
の
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
総
合
目
録
検
討
メ
ン
バ
ー
の
同
窓
会
に
さ
か
の
ぼ
る
。
横
浜

の
中
華
街
で
、
総
合
目
録
が
順
調
に
動
き
出
し
た
喜
び
を
皆
で
語
り

な
が
ら
、私
が
深
く
考
え
も
せ
ず「
目
録
の
次
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
か
な
」

と
漏
ら
し
た
こ
と
が
想
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
場
に
い
た
多
く
の
図
書

館
員
が
す
ぐ
さ
ま
賛
同
し
て
く
れ
た
。
失
礼
な
が
ら
私
自
身
は
「
ど

う
せ
他
人
の
こ
と
」
と
思
い
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
二
年
後
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
関
係
者
の
多
大
な
努
力
に
よ
り
事
業
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
た
時
は
、
随
分
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
頃
か
ら
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
自
館
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
な
い
事
業
を
実
施

す
る
姿
勢
と
機
運
を
持
ち
始
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ

れ
そ
の
後
、
国
立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
実
際
に
自
分
が
事
業
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
定
め
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。

　

当
時
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
図

書
館
は
少
な
く
、
事
例
を
公
開
す
る
こ
と
に
対
し
て
戸
惑
い
を
持
つ

図
書
館
員
も
い
た
。
そ
ん
な
事
情
も
あ
り
、
事
例
の
登
録
を
お
願
い

す
る
に
あ
た
り
各
図
書
館
に
電
話
で
事
情
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
が
、
二
時
間
近
く
も
お
話
し
を
し
て
し
ま
い
各
図
書
館

の
担
当
者
に
は
随
分
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
図
書
館
に
数
多
く
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
事
例
（
事
例
）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
適
切
な
仕
組
み
が
無
い

た
め
公
開
で
き
な
い
こ
と
等
が
判
明
し
た
こ
と
は
、
レ
フ
ァ
協
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　

レ
フ
ァ
協
の
推
進
の
た
め
今
ま
で
と
は
少
し
違
っ
た
協
力
体
制
を

取
り
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
有
識
者
会
議
と
し
て

実
現
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
改
善
」「
コ

メ
ン
ト
機
能
」「
関
連
キ
ー
ワ
ー
ド
の
表
示
」
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
現
在
、こ
の
こ
と
は
協
力
員
会
議
と
し
て
継
続
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
新
た
な
協
力
メ
ン
バ
ー
の
発
掘
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

二　

レ
フ
ァ
協
の
現
在

　

平
成
二
〇
年
一
月
末
現
在
デ
ー
タ
件
数
は
約
三
万
件
、
参
加

館
四
五
二
館
で
あ
る
。
ま
だ
事
例
数
が
少
な
く
、
参
加
館
の
増
加
も

こ
れ
か
ら
だ
。
レ
フ
ァ
協
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
事
業
で
あ
る
が
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
各
図
書
館
の
積
極
的
な
参
加
が
な
け
れ
ば
、
存
続
す
る
こ

と
さ
え
難
し
い
。
図
書
館
の
方
々
に
は
、
一
つ
一
つ
の
事
例
で
も
多

数
の
図
書
館
に
よ
り
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、
レ
フ
ァ
協
が
大
き
な
力

を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
明
日
か
ら
の
取
組
み
を
お
願
い
し
た

い
。

レファ協の子どもたち
 秋田県立図書館　山崎博樹
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一
方
、
短
期
間
で
決
し
て
少
な
く
な
い
成
果
を
得
ら
れ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
図
書
館
員
が
抱
え
て
い
る
図
書
館

の
現
状
に
対
す
る
危
機
感
の
表
れ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
レ
フ
ァ
協
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
軸
と
し
た
全
国
の
図
書
館

の
新
し
い
協
力
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

三　

レ
フ
ァ
協
の
未
来

　

今
改
め
て
、
レ
フ
ァ
協
の
未
来
を
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）
図
書
館
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
と
し
て

　

全
国
の
図
書
館
員
が
館
種
を
超
え
て
協
力
す
る
事
業
は
多
く
は

な
い
。
レ
フ
ァ
協
は
た
だ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
発
展
す
べ
き
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
。
今
後
、
図
書
館
員
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
別
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
等
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
改
善
を
含

め
、
多
く
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
二
）
図
書
館
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に

　

当
初
か
ら
レ
フ
ァ
協
の
成
果
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、
図
書

館
員
の
研
修
ツ
ー
ル
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
。
青
山
学
院
大
学
の
小

田
光
宏
教
授
が
中
心
と
な
り
、
図
書
館
員
の
遠
隔
研
修
の
試
行
も
始

ま
っ
て
い
る
。
事
例
を
数
多
く
読
み
、
参
考
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
示
唆
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
三
）
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て

　

レ
フ
ァ
協
を
百
科
事
典
の
よ
う
な
内
容
で
提
供
す
る
こ
と
は
、
当

面
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
事
例
が
集
積
さ
れ
た
こ
と
は
日

本
の
図
書
館
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
事
例
の
プ
ロ
セ
ス
を
解

析
し
標
準
化
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
図
書
館
に
お

け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
質
の
向
上
に
繋
が
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
、
図
書
館
員
で
あ
れ
ば
、

誰
も
が
思
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、現
実
に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
利
用
者
の
認
知
度
は
極
め
て
低
い
。
秋
田
県
立
図

書
館
で
の
来
館
者
調
査
で
は
三
八
％
の
認
知
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

非
来
館
者
を
含
め
れ
ば
数
％
以
下
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
レ
フ
ァ
協
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
塔
や

入
口
の
役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
意
図
的
に
抽
出
し

た
事
例
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
全
国
の
図
書
館
の
様
々
な
事
例
を
紹
介

す
る
仕
組
み
が
、
レ
フ
ァ
協
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

卒
論
や
図
書
館
の
採
用
試
験
に
レ
フ
ァ
協
が
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
当
初
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
は
図
書
館
員
が
生
ん
だ
子
ど
も
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
来
の
悪
い
子
ど
も
を
世
に
出
す
恥
ず
か

し
さ
、
手
塩
に
か
け
た
子
ど
も
が
世
に
出
る
誇
ら
し
さ
が
、
図
書
館

員
の
気
持
ち
の
中
で
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
子

ど
も
た
ち
が
レ
フ
ァ
協
と
い
う
学
校
に
集
い
育
て
ら
れ
、
や
が
て
日

本
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
に
寄
与
し
、
多
く
の
国
民
に
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。
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愛
知
県
勤
労
会
館
労
働
図
書
資
料
室
は
昭
和
四
五
年
、

自
治
体
が
設
置
す
る
初
の
労
働
関
係
情
報
資
料
セ
ン
タ
ー

と
し
て
開
設
さ
れ
、
以
来
、
中
部
圏
唯
一
の
労
働
関
係
専

門
図
書
館
と
し
て
、
労
働
に
関
す
る
各
種
資
料
を
収
集
整

備
し
、
勤
労
者
、
経
営
者
、
広
く
一
般
県
民
へ
資
料
・
情

報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業（
レ
フ
ァ
協
）

へ
は
、
平
成
一
五
年
の
実
験
事
業
段
階
か
ら
参
加
し
、
平

成
二
〇
年
一
月
末
ま
で
に
五
一
六
件
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事

例
の
登
録
を
行
っ
た
。

　

以
下
、
レ
フ
ァ
協
へ
の
対
応
を
軸
に
、
当
資
料
室
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
す
る
現
状
お
よ
び
課
題
に
つ
い
て
述
べ

る
。

「
困
っ
た
時
の
レ
フ
ァ
協
」。

　

困
っ
た
時
に
助
け
て
く
れ
る
、と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

考
え
う
る
限
り
の
資
料
に
当
た
り
つ
く
し
、
そ
れ
で
も
答

え
の
手
が
か
り
が
見
つ
か
ら
な
い
「
困
っ
た
時
」
に
、
試

し
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
る
、
と
い
う
の
が
現
時
点
で
の
当

資
料
室
に
お
け
る
レ
フ
ァ
協
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
な
か
な
か
参
考
に
な
る
手
が
か
り
は
得

ら
れ
な
い
。
現
在
、
レ
フ
ァ
協
に
は
同
分
野
の
専
門
図
書

館
の
参
加
館
が
な
い
の
だ
か
ら
当
た
り
前
の
話
で
、「
結

果
的
に
頼
り
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
は
、「
他
館
の
事

例
」
で
は
な
く
「
自
館
の
事
例
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
「
自
館
」
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
…
。
こ
う
し
た
現
状
の
上

に
開
き
直
っ
て
、
ま
ず
は
、「
レ
フ
ァ
協
を
自
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
有
効
な
ツ
ー
ル
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
の

が
、
現
時
点
で
の
当
資
料
室
の
レ
フ
ァ
協
へ
の
基
本
的
な
考
え
方
で

あ
る
。

　

当
資
料
室
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
は
、
レ
フ
ァ
協
参
加
以

前
は
、
回
答
に
使
用
し
た
資
料
名
を
記
録
票
に
記
入
し
、
日
付
順
に

フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
記
録
で

あ
り
、
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
を
期
待
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
参
加
後
は
レ
フ
ァ
協
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
日
常
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
の
記
録
作
業
に
利
用
し
、「
自
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
と
い
う
ツ
ー
ル
と
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
記
録
方
法
を
見
直
し
、
従
来
の

記
録
票
を
レ
フ
ァ
協
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
合
わ
せ
て
変
更
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
へ
の
登
録
作
業
を
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在

で
は
で
き
る
だ
け
直
接
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
す
る
こ
と
で
、
記
録

票
（
紙
）
へ
の
記
入
は
メ
モ
程
度
に
軽
減
し
た
。

　

記
録
の
内
容
に
つ
い
て
も
考
え
方
を
変
え
、
従
来
の
回
答
の
記
録

と
い
う
形
を
改
め
、
回
答
プ
ロ
セ
ス
や
参
考
文
献
な
ど
、
回
答
へ
の

道
筋
が
追
え
る
よ
う
な
記
述
と
し
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
や
、
な

ぜ
そ
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
か
と
い
う
発
想
の
原
点
な
ど
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
業
務
の
中
で
培
わ
れ
る
経
験
知
を
蓄
積
し
、
共
有
す
る
こ
と
で

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
形
へ
帰
納
し
、活
用
し
て
い
く
。

　

記
述
の
主
眼
を
回
答
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
け

専門図書館として
レファレンス協同データベースに期待すること
―労働図書資料室の現状と課題―

愛知県勤労会館労働図書資料室



563号／2008②国立国会図書館月報 ― 26 ―563号／2008② 国立国会図書館月報― 27 ―

る
ス
ト
ー
リ
ー―

に
お
き
、
回
答
、
つ
ま
り
結
論
そ
の
も
の
の
記
載

は
最
低
限
に
と
ど
め
て
い
る
。
と
い
う
の
も
社
会
科
学
系
に
お
い
て

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
回
答
は
腐
り
や
す
い
。
た
ど
る
べ
き
道
筋
は
参
考

と
な
っ
て
も
回
答
そ
の
も
の
は
有
効
ど
こ
ろ
か
時
に
は
有
害
と
な
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
登
録
事
例

に
つ
い
て
適
宜
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
回
答
そ
の
も
の
の
有
効
性

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
発
信
者
と
し
て
当
然
の
責
務
で
は
あ
る
が
、

現
実
問
題
と
し
て
そ
こ
ま
で
の
余
力
は
な
い
し
、
ま
た
、
回
答
そ
の

も
の
が
レ
フ
ァ
協
の
射
程
で
は
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
レ

フ
ァ
協
が
図
書
館
間
の
協
力
と
い
う
段
階
を
超
え
て
、
一
般
公
開
が

あ
る
程
度
前
提
と
な
っ
て
い
る
今
、
回
答
の
記
述
に
お
い
て
一
般
の

誤
解
を
招
く
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　

さ
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
等
で
の
検
索
が
可
能
に
な
り
、
参

考
と
な
る
事
例
を
探
す
際
の
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
た
こ
と
で
あ

る
。

　

そ
し
て
今
は
、
レ
フ
ァ
協
を
利
用
し
て
「
自
館
を
Ｐ
Ｒ
す
る
」
と

い
う
可
能
性
に
期
待
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
登
録
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
事
例
を
原
則
的
に
一
般
公
開
と
し
、「
こ
ん
な
図
書
館
が
あ
っ
て
、

こ
ん
な
質
問
に
答
え
て
い
る
」と
い
う
こ
と
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
。
そ
し
て
、
専
門
図
書
館―

そ
れ
も

労
働
関
係―

の
持
つ
堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、「
身
近
な
図
書
館
」

と
し
て
認
知
さ
れ
た
い
、
と
い
う
希
望
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
よ
り
上
手
く
活
か
せ
る

よ
う
、
デ
ー
タ
作
り
に
工
夫
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
課
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
デ
ー
タ
の
量
を
も
っ
と
増
や
す
こ
と
。
登
録
の
際
、
解
決

事
例
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
が
、
未
解
決
事
例
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
登
録
し
て
い
く
。
も
と
も
と
、
レ
フ
ァ
協
に
ド
ン

ピ
シ
ャ
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し―

将
来
は
そ
う
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が―

、
ま
た
、
よ
し
ん
ば
類
似
の
事
例
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
資
料
批
判
も
な
し
に
そ
の
ま
ま
提
供
す
る
な
ど
論
外
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
情
報
の
有
用

性
は
解
決
未
解
決
と
い
う
結
果
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
な

る
ほ
ど「
玉
石
混
交
」と
な
ろ
う
が
、「
他
山
の
石
」と
い
う
言
葉
だ
っ

て
あ
る
。
要
は
使
い
方
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、で
き
れ
ば
「
記
録
」 

と
い
う
無
機
的
な
記
述
を
脱
し
て
、

確
か
な
手
触
り
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
う
図
書
館
の
「
日
常
」
を

記
述
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
参
加
館
、
特
に
専
門
図
書
館
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。

参
加
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
レ
フ
ァ
協
の
敷
居
は
思
う
ほ
ど
高
く

は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
敷
居
を
高
く
し
て
い
る
の
は
参
加
館
の

方
で
は
な
い
か
。

　

日
常
業
務
の
中
で
、
デ
ー
タ
の
「
量
」
と
「
質
」
を
両
立
さ
せ
る

の
が
難
し
い
と
感
じ
る
の
も
現
実
だ
が
、レ
フ
ァ
協
が
「
困
っ
た
時
」

だ
け
で
な
く
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
よ
り
円
滑
に
、
迅
速
に
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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平
成
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
、
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
パ
ト
リ
シ
ア
・

ス
タ
イ
ン
ホ
フ
（Patricia Steinhoff

）
氏
を
招
へ
い
し
、
米
国
に

お
け
る
日
本
研
究
の
状
況
を
紹
介
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
イ
ン
ホ
フ
教
授
は
日
本
社
会
研
究
の
分
野
で
長
年
に
わ
た
り

活
躍
す
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
基
金
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
北

米
の
日
本
研
究
者
お
よ
び
研
究
機
関
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
講
演
会
で
は
そ
の
調

＊

査
結
果
や
ご
自
身
の
研
究
者
と
し
て
の
経

験
を
基
に
、
北
米
に
お
け
る
日
本
研
究
の
歴
史
的
・
社
会
的
変
化
や

現
状
を
分
析
し
、
当
館
を
含
む
日
本
の
情
報
を
提
供
す
る
機
関
が
研

究
者
支
援
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
「
米
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
過
去
、
現
在
、
未
来
」

◎
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
研
究
の
動
向

　

過
去
五
〇
年
あ
ま
り
の
米
国
に
お
け
る
日
本
研
究
に
は
、
言
語
・

地
域
研
究
、
政
治
経
済
競
争
、
文
化
研
究
の
三
つ
の
学
術
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
時
期
に
、
米

国
に
お
け
る
日
本
へ
の
関
心
の
推
移
に
伴
っ
て
発
生
し
ま
し
た
。

　

言
語
・
地
域
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
冷

戦
構
造
下
に
お
い
て
、
米
国
政
府
が
外
交
防
衛
政
策
の
一
環
と
し
て

作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

今
ま
で
米
国
で
は
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
外
国
語
を
学
習

す
る
と
同
時
に
、
様
々
な
学
問
分
野
に
わ
た
っ
て
そ
の
地
域
を
研
究

す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
経
済
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
八
〇
年
代
以
降
の
経
済
競
争
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
語
や
日
本
研
究
の
経
済
的
価
値
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
通
じ
た
実
務
的
な
日
本
専
門
家

が
養
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
は

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
盛
ん
に
な
っ

た
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
す
。
人

文
科
学
や
日
本
文
化
に
興
味
を
示

し
ま
す
が
、
地
域
研
究
と
は
違
い

日
本
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
し

て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
漫
画
や

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
個
々

の
現
象
を
研
究
し
ま
す
。
現
在
、

米
国
に
お
け
る
日
本
研
究
に
は
、

こ
の
三
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
重
な

り
合
っ
て
共
存
し
て
い
ま
す
。

「
米
国
に
お
け
る
日
本
研
究　

過
去
、
現
在
、
将
来
」

　

ー
パ
ト
リ
シ
ア
・
ス
タ
イ
ン
ホ
フ
氏
の
講
演
か
ら

������������������������

������� ����

��
��
��
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◎
国
際
交
流
基
金
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

国
際
交
流
基
金
に
よ
る
調
査
は
、
一
九
八
九
年
、
一
九
九
五
年

に
続
き
三
度
目
に
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
の
調
査
で
は
、
九
〇
年

代
の
ピ
ー
ク
に
比
べ
、
日
本
研
究
者
お
よ
び
博
士
課
程
在
籍
者
の
人

数
も
、
研
究
機
関
の
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
第
一

世
代
の
研
究
者
の
引
退
、
政
治
経
済
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
時
代
に
増
加

し
た
実
利
重
視
型
の
研
究
者
の
流
出
、
バ
ブ
ル
期
に
創
設
さ
れ
、
基

本
構
造
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
日
本
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
淘
汰
等
で

す
。
し
か
し
、
献
身
的
・
学
問
的
な
研
究
者
は
残
っ
て
お
り
、
日
本

語
能
力
の
高
い
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
研
究
を
継
続
し
て
い

る
機
関
の
規
模
は
拡
大
し
、
授
業
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
資
料
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｔ
化
の
影
響
が
顕
著
で
、
四
割
以
上
の

研
究
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
資
料
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
同
時
に
四
分
の
三
以
上
が
所
属
機
関
や
他
の
研
究
機
関
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
お
り
、
日
本
情
報
を
提
供
す
る
図
書
館
の
重
要

性
は
相
変
わ
ら
ず
高
い
と
言
え
ま
す
。

◎
Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
図
書
館
の
役
割

　

外
的
変
化
で
一
番
重
要
な
の
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
結
果
、
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
ど
こ
か
ら
で
も
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

米
国
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
日
本
研
究
者
に
と
っ
て
劇
的
な
変
化
で

す
。
し
か
し
、
新
し
い
情
報
資
源
を
利
用
す
る
際
に
は
、
図
書
館
の

専
門
家
の
力
が
必
要
で
す
。
図
書
館
員
は
広
い
意
味
で
の
情
報
専
門

家
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

資
料
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
政
治
経
済
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
灰
色
文
献
が
必
要
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
文
化
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
大
衆
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
が
す
べ
て
の
研
究
者
の
多
岐
に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
資
料
を
所
有
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
し
、
研
究
者
た
ち
も
期

待
し
て
い
ま
せ
ん
。
研
究
者
は
図
書
館
に
対
し
て
、
変
化
す
る
学
術

的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
理
解
し
、
新
し
い
種
類
の
研
究
資
料
を
入
手
す
る

た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
す
。

平
成
一
九
年
度
日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
事
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ス
タ
イ
ン
ホ
フ
氏
は
、
一
一
月
三
〇
日
に
平
成
一
九
年
度
日
本
研

究
情
報
専
門
家
研
修
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
北
米
と
中
南
米
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
と
こ
れ
か
ら―

日
本

研
究
図
書
館
を
通
し
て
」
で
も
、
米
国
に
お
け
る
日
本
研
究
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た（
研
修
に
つ
い
て
は
三
二
ペ
ー
ジ
記
事
参
照
）。

＊
調
査
結
果
は
次
に
挙
げ
る
資
料
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
入
手
可
能
で
す
。

　

 　

D
irectory of Japan specialists and Japanese studies institutions in 

the U
nited States and Canada: Japanese studies in the U

nited States. 
T
he Japan Foundation, 2007.

　

 　

Japanese studies in the U
nited States and C

anada: continuities 
and opportunities. T

he Japan Foundation, 2007.
※ 
こ
の
講
演
会
の
資
料
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
協
力
関
係
ニ
ュ
ー
ス
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
）
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月　

例　

報　

告

お
も
な
人
事

―

職
員
の
退
職―

（
退
職
時
部
局
）

調
査
及
び
立
法
考
査
局 
調
査
員　

山
崎　

治
男

関
西
館 

司　

書　

西
森　

光
子

　

以
上
平
成
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
付
け

―

感
謝
状
の
贈
呈―

　

永
年
に
わ
た
り
納
本
制
度
調
査
会
及
び
納
本
制
度

審
議
会
の
会
長
と
し
て
当
館
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

故
衞
藤
瀋
吉
氏
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

六
八
四
号 

Ａ
４　

九
〇
頁

■
国
会
へ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

■
電
子
情
報
と
法

■
マ
ク
ロ
で
見
た
法
人
税
率
の
日
米
比
較
に
つ
い
て

■
ブ
ラ
ウ
ン
新
政
権
の
首
相
権
限
改
革

■ 

参
議
院
定
数
訴
訟
に
お
け
る
最
高
裁
判
例
の
最
近

の
展
開
（
資
料
）

 

月
刊　

一
、
〇
五
〇
円　
（
日
）

外
国
の
立
法　

立
法
情
報　

翻
訳　

解
説

 

第
二
三
四
号　

Ａ
４　

二
七
九
頁

主
要
立
法
（
翻
訳
・
解
説
）

■ 

ド
イ
ツ
の
滞
在
法―

「
外
国
人
法
」か
ら
Ｅ
Ｕ「
移

民
法
」
へ

■
ド
イ
ツ
の
教
員
養
成
法

■ 

ド
イ
ツ
倫
理
審
議
会
法―

生
命
倫
理
に
関
す
る
政

策
助
言
機
関
の
再
編

■
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
憲
法
裁
判
所

■ 

韓
国
に
お
け
る
性
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
対
策―

情

報
公
開
と
位
置
追
跡
電
子
装
置

主
要
立
法
（
解
説
）

■
米
国
に
お
け
る
輸
入
食
品
の
安
全
性
の
確
保

■ 

英
国
に
お
け
る
企
業
の
致
死
事
件
に
対
す
る
刑
事

処
罰
の
拡
大

■ 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
死
刑
廃
止―

フ
ラ
ン
ス
第
５

共
和
国
憲
法
の
死
刑
廃
止
規
定
を
め
ぐ
っ
て

■
ロ
シ
ア
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
振
興
策

■ 

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
国
会
選
挙
法―
独
立
後
初
の
国

会
議
員
選
挙

 

季
刊　

一
、六
八
〇
円　
（
紀
）

 

（ISBN

　

978-4-87582-661-3

）

Ｎ
Ｄ
Ｌ 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

　

点
字
図
書
・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録

　

二
〇
〇
七
年
二
号

（
一
九
八
〇
年
以
前
〜
二
〇
〇
七
年
九
月
収
録
）

　

参
加
館
は
二
三
四
館
（
当
館
、
八
六
点
字
図
書

館
、
一
四
七
公
共
図
書
館
等
）。
年
二
回
更
新
。
収

録
レ
コ
ー
ド
三
七
一
、
〇
四
三
件
。

 

年
間
契
約
価
格
四
二
、
〇
〇
〇
円

初
年
度
の
み
六
三
、〇
〇
〇
円 

（
検
索
ソ
フ
ト
込
み
）（
日
）

 

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

（
日
）日
本
図
書
館
協
会（

〒104
-0033

東
京
都
中
央
区
新
川
一―

一
一―

一
四

〇
三
（
三
五
二
三
）
〇
八
一
二

）

（
紀
）紀
伊
國
屋
書
店（

〒150
-8513

東
京
都
渋
谷
区
東
三―

一
三―

一
一

〇
三
（
五
四
六
九
）
五
九
一
八 

 

）

 

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

遠　

客　

近　

客

（
東
京
本
館
）

一
〇
月
三
日　

山
梨
県
甲
斐
市
立
図
書
館
協
議
会

　

七
名

一
〇
月
一
〇
日　

馬
克
芬
氏
（
中
国
・
大
連
理
工
大

学
伯
川
図
書
館
研
究
館
員
）、
韓
国
国
務
総
理
室

　

五
名

一
〇
月
一
〇
日
〜
一
二
日　

ク
レ
ア
・
ブ
ル
マ
ン
氏

（
英
国
・
連
合
王
国
政
府
子
ど
も
・
学
校
・
家
族

省
青
少
年
グ
ル
ー
プ
担
当
官
）
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一
〇
月
一
一
日　

ヨ
ン
ス
ク
・
チ
ー
氏
（
米
国
・
エ

ル
ゼ
ビ
ア
社
副
会
長
）

一
〇
月
二
二
日　

バ
ー
バ
ラ
・
ラ
ド
エ
ル
氏
（
イ
ス

ラ
エ
ル
・
エ
ク
ス
リ
ブ
リ
ス
社
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
支
局
）

一
〇
月
二
三
日　

ロ
マ
ン
・
モ
ト
ゥ
リ
ス
キ
ー
氏（
ベ

ラ
ル
ー
シ
国
立
図
書
館
長
）

一
〇
月
三
〇
日　

陳
瑛
氏
（
中
国
・
湖
南
省
図
書
館

副
研
究
館
員
）、
王
雋
氏
（
同
副
理
館
員
）

一
〇
月
三
一
日　

国
立
国
会
図
書
館
見
学
会
（
全
国

図
書
館
大
会
関
連
行
事
）
参
加
者　

五
二
名

一
一
月
一
日　

チ
ョ
・
イ
ン
ス
ク
氏
（
韓
国
・
漢
城

大
学
知
識
情
報
学
部
教
授
）、ケ
ネ
ス
・
Ｇ
・
ク
ラ
ー

ク
氏
（
英
国
）、
韓
国
・
忠
清
南
道
図
書
館
関
係

者
一
〇
名

一
一
月
六
日　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
通
信
情
報
省
職
員
四

名
、
ナ
オ
ミ
・
ク
リ
ム
氏
（
カ
ナ
ダ
国
立
科
学
技

術
情
報
機
関
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
局

局
長
）

一
一
月
八
日　

チ
ョ
ン
・
ヒ
ソ
ク
氏
（
韓
国
科
学
技

術
情
報
研
究
院
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
研
究
員
）、
キ

ム
・
ヨ
ン
ユ
ル
氏
（
同
）、
ゲ
ー
リ
ー
・
メ
ン
ゲ

ス
氏
（
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
図
書
館
保
存
部

長
）、
韓
国
・
慶
南
教
育
庁
所
属
図
書
館
勤
務
公

務
員　

一
五
名

一
一
月
一
五
日　

ジ
ュ
ル
デ
ィ
ズ
・
バ
カ
シ
ェ
ワ
氏

（
キ
ル
ギ
ス
国
立
図
書
館
長
）
一
行
二
名

一
一
月
一
六
日　

サ
ウ
リ
ア
・
サ
レ
ー
氏
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
立
図
書
館
目
録
部
長
）、グ
エ
ン
・
ビ
ン
・

シ
・
ス
ア
ン
氏
（
ベ
ト
ナ
ム
・
国
立
科
学
技
術

セ
ン
タ
ー
情
報
活
動
促
進
部
門
シ
ニ
ア
研
究
員
）、

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室　

二
名

一
一
月
一
九
日　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ハ
ル
コ
氏
（
米

国
・
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
副
会
長
（
Ｒ
Ｌ
Ｇ
プ
ロ
グ
ラ
ム
担

当
））、古
谷
夏
子
氏
（
米
国
・
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
顧
問
（
Ｒ

Ｌ
Ｇ
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
担
当
））

一
一
月
二
〇
日　

パ
ク
・
オ
ク
チ
ュ
氏
（
韓
国
国
会

図
書
館
収
集
・
交
換
課
長
）、
ホ
ン
・
ム
ン
ス
ン

氏
（
韓
国
国
会
図
書
館
収
集
部
門
日
本
資
料
担

当
）、
ク
・
ヘ
ギ
ョ
ン
氏
（
韓
国
国
会
図
書
館
海

外
情
報
専
門
官
）

一
一
月
二
二
日　

さ
い
た
ま
市
図
書
館
友
の
会

　

一
六
名

一
一
月
二
六
日　

平
成
一
九
年
度
日
本
研
究
情
報
専

門
家
研
修
研
修
生　

一
〇
名

一
一
月
二
九
日　

ク
ォ
ン
・
キ
ョ
ン
サ
ン
氏
（
韓
国

国
立
中
央
図
書
館
長
）
一
行
五
名

一
一
月
二
九
日
〜
三
○
日　

パ
ト
リ
シ
ア
・
ス
タ
イ

ン
ホ
フ
氏
（
米
国
・
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
）

一
一
月
三
〇
日　

つ
く
ば
市
茎
崎
読
書
会　

一
四
名

一
二
月
一
一
日
〜
一
四
日　

韓
国
国
会
図
書
館
と
の

第
五
回
業
務
交
流
訪
日
団　

二
名

一
二
月
一
八
日　

米
国
大
使
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料

室　

八
名

一
二
月
一
九
日　

キ
ム
・
フ
ァ
ン
ビ
ン
氏
（
韓
国
国

立
順
天
大
学
図
書
館
職
員
）
一
行
四
名

一
二
月
二
五
日　

ユ
ー
フ
ァ
ン
・
ベ
ン
ダ
氏
（
米
国
・

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
図
書
館
員
）
一
行
二
名

一
二
月
二
六
日　

ヤ
ン
・
ソ
ウ
ン
（
梁
蘇
恩
）氏
（
韓

国
国
家
記
録
院　

資
料
保
存
担
当
職
員
）、
ソ
ン
・

ヨ
ン
フ
ァ
（
孫
泳
花
）
氏
（
同
）

一
二
月
二
七
日　

ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
・
ハ
ー
デ
ン
氏

（
ド
イ
ツ
）
一
行
六
名

＊　

＊　

＊

　

一
〇
月
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関

係
四
件
二
九
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）
六

件
六
三
名
、
そ
の
他
九
件
四
二
名
の
見
学
・
参
観
を

行
っ
た
。

（
関
西
館
）

一
〇
月
一
二
日　

黄
寛
重
氏
（
台
湾
国
家
図
書
館

長
）　

一
行
四
名

一
〇
月
二
三
日　

滋
賀
県
立
図
書
館　

三
名

一
〇
月
二
五
日　

ロ
マ
ン
・
モ
ト
ゥ
リ
ス
キ
ー
氏

（
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
中
央
図
書
館
長
）
一
行
二
名

一
一
月
六
日　

有
川
節
夫
氏
（
九
州
大
学
理
事
兼
副

学
長
兼
図
書
館
長
）
一
行
二
名

一
二
月
一
三
日　

何
毅
氏
（
中
国
・
上
海
図
書
館
副
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館
長
）　

一
行
六
名＊　

＊　

＊

　

一
〇
月
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関

係
二
件
六
四
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）
九

件
一
六
六
名
、
そ
の
他
二
二
件
三
七
一
名
の
見
学
・

参
観
を
行
っ
た
。

　（
国
際
子
ど
も
図
書
館
）

一
〇
月
二
六
日　

ロ
マ
ン
・
モ
ト
ゥ
リ
ス
キ
ー
氏

（
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
中
央
図
書
館
長
）

一
〇
月
二
七
日　

エ
マ
ー
ド
・
エ
ル
＝
シ
ャ
フ
ェ
イ

氏
（
エ
ジ
プ
ト
・
児
童
文
学
作
家
）
ワ
リ
ー
ド
・

マ
ハ
ム
ー
ド
・
ア
ブ
デ
ル
ナ
ー
セ
ル
駐
日
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
大
使　

一
行
三
名

一
〇
月
三
〇
日　

キ
ム
・
チ
ョ
ン
イ
ル
氏
（
韓
国
・

国
立
子
ど
も
青
少
年
図
書
館
）
一
行
七
名

一
〇
月
三
一
日　

日
本
図
書
館
協
会　

一
行
七
名

一
〇
月
一
日　

ハ
ン
・
キ
ョ
ン
ス
ク
氏
（
韓
国
・
忠

南
ホ
ン
ス
ン
図
書
館
長
）
一
行
一
〇
名

一
一
月
八
日　

韓
国
・
慶
南
教
育
庁
所
属
図
書
館
勤

務
公
務
員　

一
行
一
五
名

一
一
月
九
日　

マ
リ
ー
・
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
デ
ル
マ

ス
氏
（
フ
ラ
ン
ス
・「
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
」
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
図
書
館
長
）
一
行
三
名　

一
一
月
一
一
日　

ソ
ン
ブ
ー
ン
・
マ
ー
ス
ワ
ン
氏

（
ラ
オ
ス
・
教
育
省
一
般
教
育
局
副
局
長
）　

一

行
六
名

一
一
月
二
九
日　

リ
・
ス
ク
ヒ
ュ
ン
氏
（
韓
国
・
国

立
子
ど
も
青
少
年
図
書
館
長
）
一
行
五
名

一
二
月
一
五
日　

ナ
・
へ
ス
ク
氏
（
韓
国
・
国
会
図

書
館
職
員
）
一
行
三
名

一
二
月
二
一
日　

国
立
台
湾
文
学
館
職
員　

一
行
五

名

＊　

＊　

＊

　

一
〇
月
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関

係
四
件
一
一
三
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）
五

件
八
九
名
、
そ
の
他
四
四
件
四
六
六
名
の
見
学
・
参

観
を
行
っ
た
。

平
成
一
九
年
度
日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修

　

平
成
一
九
年
一
一
月
二
六
日
〜
一
二
月
一
一

日
、
標
記
研
修
を
実
施
し
た
（
共
催　

国
際
交
流

基
金
、
協
力　

国
際
文
化
会
館
・
国
立
情
報
学
研

究
所
）。
こ
の
研
修
は
、
海
外
に
お
け
る
日
本
関

係
情
報
の
充
実
と
日
本
研
究
者
等
へ
の
情
報
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
向
上
を
図
る
た
め
、
司
書
等
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
本
年
度
は
米
州

地
域
か
ら
募
集
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

カ
ナ
ダ
お
よ
び
米
国
か
ら
計
一
〇
名
の
参
加
を
得

た
。

　

研
修
で
は
、
当
館
講
師
に
よ
る
各
種
の
情
報
源

に
つ
い
て
の
講
義
と
、
関
連
機
関
の
見
学
を
行
っ

た
。
ま
た
、
一
一
月
二
九
日
に
は
、
外
部
公
開
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
北
米
と
中
南
米
に
お
け
る
日

本
研
究
の
現
状
と
こ
れ
か
ら―

日
本
研
究
図
書
館

を
通
し
て―

」
を
開
催
し
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

に
関
す
る
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
な
ど
、
盛
況
だ
っ
た
。

　

研
修
反
省
会
や
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

よ
り
専
門
的
な
テ
ー
マ
別
研
修
を
求
め
る
声
も

あ
っ
た
が
、
豊
富
な
資
料
を
持
つ
当
館
な
ら
で
は

の
事
例
に
即
し
た
講
義
が
好
評
だ
っ
た
。
ま
た
、

講
義
資
料
に
つ
い
て
今
後
活
用
し
た
い
と
い
う
意

見
も
多
く
、
見
学
先
の
選
定
を
含
め
、
高
い
評
価

を
得
た
。

見
学
・
参
観
の
お
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

 
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

☎
〇
三
（
三
五
八
一
）
二
三
三
一

 

内
線
二
六
一
一
一

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

☎
〇
七
七
四
（
九
八
）
一
二
二
四
（
直
通
）

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課

☎
〇
三
（
三
八
二
七
）
二
〇
五
三
（
代
表
）

当館の最近の動き NDL news
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第 2回　紙の劣化による破損とその対策

　古い書物というものは、内容やその作品の価値がどうであっても、まさしく国
家の遺産をなすものだ。（ウィリアム・ブレイズ（高橋勇訳）『書物の敵』八坂書房，2004．）

　
　国立国会図書館では、納本制度や国際交換等によって収集した880万冊の図書を所
蔵し、国政審議のための調査や資料提供、来館利用者への閲覧・複写、全国の図書館
への貸出等のサービスを行っています。ほとんどの図書は、長期保存を目指した書庫
に納めています。書庫内は、年間を通して温度22℃、湿度55％に保ち、光による劣化
を防ぐために照明を必要なときだけ点灯しています。しかし、
良好な環境下でも数十年のうちに劣化が進んでしまう資料も
あります。それは「酸性紙」で作られた図書です。紙の需要
が増大した19世紀中頃から、生産効率を上げるため様々な薬
品が加えられるようになり、酸性の紙が量産されて図書にも
広く使われました。劣化の進んだ酸性紙で作られた図書は、紙
がしなやかさを失い、ページをめくるだけでも壊れてしまう
ので、利用できないばかりか、直すことも困難です（写真 1）。

　そこで、こうした図書を中心に、明治期に刊行された古いもの
からマイクロフィルムに撮影する媒体変換（マイクロ化）を順次
行っており、現在は昭和前期に刊行された図書を撮影中です。マ
イクロ化された図書については、原本ではなくマイクロフィッ
シュ（写真 2）で閲覧・複写していただくことで、利用による原
本のさらなる破損を防ぎます。また、マイクロ化の過程で作製さ
れたネガフィルムをデジタル化し、著作権処理を行っ
た上で、電子図書館サービス「近代デジタルライ

ブラリー」（http://kindai.ndl.go.jp/index.html）で提供し、どこ
からでも気軽に閲覧できるようにしました。
　しかし、これらの資料はほんの一部で、劣化が進み媒体変換を待っ
ている図書は大量にあります。そのような図書に対しても、資料の状
態により様々な対策を施しています。たとえば、中性紙でできた保存容器
に収納して（写真 3）保護したり、下向きに開き押し付けて図書が破損しないよう上
向き複写機を使用したり、劣化の激しい資料については複写自体をご遠慮いただくこ
ともあります。
　利用者のみなさまにもご協力いただきながら、私たちは国の「文化的財産」である
図書館資料を、後世の人々に伝える努力をしています。 （資料提供部図書課）

使う人がいる、守る人がいる。

（写真 1）

（写真 2）

（写真 3）
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展示会「チェコへの扉－子どもの本の世界」
ギャラリートーク

　現在、国際子ども図書館で開催中の展示会「チェコへの扉－子どもの本の世界」ギャ
ラリートークを次のとおり行います。

■日　　時　 3 月16日（日）　13：30～、15：00～の 2 回　　各回50分程度

■講　　師　 村上健太氏（当展示会監修者　チェコ児童文学研究者、駐日チェコ共和
国大使館翻訳官）

■会　　場　国際子ども図書館　 3 階　本のミュージアム
　　　　　　　※事前の申込みは不要です。当日、会場へお越しください。

■お問い合わせ　
　　　　　　国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課
　　　　　　〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49
　　　　　　TEL　03-3827-2053　（代表）

「子どものための春休みおたのしみ会」

　 4 歳以上の子どもを対象とした「おたのしみ会」を、次のとおり行います。

■日　　時　 3 月29日（土）、30（日）
　　　　　　　各日13：30～、15：00～の 2 回　　各回40分程度

■場　　所　国際子ども図書館　 1 階
　　　　　　　おはなしのへや

■内　　容　人形劇（おおきなかぶ）、
　　　　　　　絵本の読み聞かせ　など
　　　　　　　※事前の申込みは不要です。
　　　　　　　　 時間までに、子どものへやにお集

まりください。

■お問い合わせ
　　　　　　　国立国会図書館国際子ども図書館児童サービス課
　　　　　　　〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49
　　　　　　　TEL　03-3827-2053（代表）

お 知 ら せ お 知 ら せ

― 34 ―
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国際子ども図書館展示会
「チェコへの扉－子どもの本の世界｣

　国際子ども図書館では、チェコの子どもの本を広く紹介する展示会「チェコへの
扉－子どもの本の世界｣を開催しています。昔話や伝説の本をはじめ、第一共和国時
代（1918-1938）を代表するチャペック兄弟やヨゼフ・ラダ、第二次世界大戦後では
詩人のフルビーン、作家のジーハやペチシカ、画家ではトゥルンカ、ズマトリーコ
ヴァー、ミレル、パツォウスカーなどの作品により、チェコの児童文学の歩みをたど
ります。
　また、しかけ絵本のほか「もぐら」や「カッパ」などチェコで愛されているキャラ
クターが登場する本などの特別コーナーも設け、国際子ども図書館所蔵資料を中心に、
約280点の資料を展示しています。
　会期中は右ページでお知らせするギャラリートークのほか、講演会など関
連催物を開催します。詳細は、本誌、国際子ども図書館ホームページ（http://
www.kodomo.go.jp/）等で順次お知らせします。

■開催期間　平成20年 1 月26日（土）～平成20年 9 月 7 日（日）
■休  館 日　月曜日、国民の祝日・休日（こどもの日を除く）、第三水曜日
■開催時間　9：30～17：00
■会　　場　国際子ども図書館 3 階　本のミュージアム　
■入　　場　無料

お 知 ら せ お 知 ら せ
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第152回常設展示　
辞書を片手に世界へ―近代デジタルライブラリーにみる明治の語学辞書
 平成20年 2月21日～ 4月15日

　19世紀半ばに長い鎖国から解き放たれた日本人は、西洋文明の進歩
に目を見張り、貪欲に海外の文物を吸収して「文明開化」に努めまし
た。当時の人々が実際に外国に赴き、あるいは書物を紐解いて海外の
知識を学ぶ際に“道しるべ”としたのが語学辞
書です。今回の展示では、明治時代に作製され
た様々な語学辞書の一部をご紹介します。

　長崎の英学者によって訳され、上海で印刷されたフランス語
辞書『官許仏和辞典』（明治 4（1871）年）にも象徴されるように、
開国後まもなく、日本人は国を越えて活動するようになります。

「世界の中の日本」ということが強烈に意識されるようになり、
外国語学習熱が高まりました。明治初期の東京には100を越す洋学塾が乱立したとい
います。様々な動機から外国語を学習しようとした人々が、その高価さにもかかわら

ず語学辞書を求め、その結果、語学辞書は一般の人々にとっても
身近なものとなっていきました。英語、フランス語、ドイツ語を
はじめとして、中国語や朝鮮語など今日おなじみの様々な言語に
ついて、語学辞書が用途に応じて作製されるようになったのも明
治時代のことです。これらは、当時の人々がその国をどのように
とらえ、何を求め、何を理解しようとしていたのか垣間見ること
ができる貴重な資料といえるでしょう。
　第一章では、オランダ語に取って代わり、世界を知るための

重要言語となった英語の辞書の発展小史を、英和辞書と和英辞書に
分けて追っていきます。第二章では、英語に次いで学習されること
の多かったフランス語とドイツ語の辞書に焦点を絞り、先進文物の
学習に活用された専門分野の用語辞典類をあわせてご覧いただきま
す。第三章では、ロシア語やアジア諸言語の辞書、学習参考書、会
話集などを展示します。これら近隣諸国の言語は、外交、通商など
実践を重視した教育が行われ、辞書類も江戸時代の成果を継承しつ
つ、日本人の海外経験をもとに発展していきました。
　激動の明治期に思いをはせながら、奥深い辞書の世界をのぞいてみてはいかがで
しょうか。
＊ 今回の展示資料は、当館ホームページ「近代デジタルライブラリー」で全文画像をご覧いただ

くことができます。
（小

お

川
がわ

　加
か

奈
な

子
こ

・福
ふく

田
だ

　亮
あきら

・福
ふく

林
ばやし

　靖
やす

博
ひろ

）

常設展示案内28



国際子ども図書館

支部東洋文庫

〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49
電話　03（3827）2053
利用案内　電話　03（3827）2069（音声・FAXサービス）
ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館とし
て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5 月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3 水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2 階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3 階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。

　　 国 立 国 会 図 書 館 月 報　　　　 平成20年 2 月号（№563）

発 行 所　国 立 国 会 図 書 館 平成20年 2 月20日発行　定価525円 　
 （本体500円）　　
編 集
責 任 者　矢 部 明 宏　　　　 発　　売　社団法人日本図書館協会

 印 刷 所　株式会社丸井工文社　

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします。本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には、
事前に当館総務部総務課に連絡してください。本誌517号以降、PDF版を当館ホームページ

（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
 本文　中性再生紙使用

国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
　　　　　　　　　　電話　03（3506）3301（FAXサービス）

関 西 館　〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8－1－3
　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第 3

水曜日）
所 蔵 資 料　 当館の所蔵資料は、納本、購入、国際交換、寄贈等によって収

集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

〒104－0033　東京都中央区新川 1－11－14
　　　　　　 電　話　03（3523）0812
　　　　　　 F A X　03（3523）0842
　　　　　　 E-mail　hanbai@jla.or.jp

〒100－8924　東京都千代田区永田町１－10－１

　　　　　　 電　話　03（3581）2331（代表）

　　　　　　 F A X　03（3597）5617

　　　　　　 E-mail　geppo@ndl.go.jp



ISSN　0027 -9153

2 2008 No 563

国
立
国
会
図
書
館
月
報　

平
成
二
〇
年
二
月
二
〇
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
〇
日
発
行

二
月
号
通
巻
五
六
三
号
）

 

発
売　

社
団
法
人　

日
本
図
書
館
協
会　

定
価
五
二
五
円　
（
本
体
五
〇
〇
円
）

CONTENTS
 Kasan onsen no ki - （Random notes on rare books, 480）
1  What Japan’s biggest library can do - Library Fair & Forum 2007
6  Report of the 27th mutual visit program with the National Library 

of China and NLC Forum of World Library Directors - Toward 
cooperation in digital library projects in East Asia

  ………………………………………………NDL delegation to China
17 Future issues concerning the Collaborative Reference Database 

Project - 5th year from the start of system provision
24 Children of the Collaborative Reference Database Project
  ……………………Hiroki Yamazaki from Akita Prefectural Library
26 Expectations for the Collaborative Reference Database System from 

a special library - Present situation and future issues of the Labour 
Reference Library

  ………Labour Reference Library, Aichi Prefectural Labour Center
28 Japanese studies in the US: past, present and future - lecture by Dr. 

Patricia Steinhoff

5  Tidbits of information on NDL
13 Books not commercially available
30 Monthly official report
30 Publications from NDL
30 Visitors to NDL
32 NDL news
33 People who use, people who maintain（2）Paper deterioration and 

countermeasures
36 Stepping forward into the world with dictionaries - Language dictionaries from 

the Meiji era in the Digital Library from the Meiji Era（Enchanting world 
of books - Guide to regular exhibition, 28）

 ＜Announcement＞
5  Announcement of regular exhibition
34 Introductory tour of the gallery related to the exhibition Door to the Czech 

Republic: The world of children’s books
34 Special events for children during the spring vacation
35 Exhibition at the International Library of Children’s Literature: Door to the 

Czech Republic : The world of children’s books

（Supplement）How to obtain the publications from NDL

NATIONAL DIET LIBRARY MONTHLY BULLETIN
No．563　February 2008

NATIONAL DIET LIBRARY
Tokyo

 稀本あれこれ－480－『火山温泉ノ記』
1  日本で一番大きな図書館にできること
 　―第9回図書館総合展―
6  第27回日中業務交流と「世界図書館長フォーラム」
 　―東アジアにおける電子図書館事業の連携を目指して―
  ＝国立国会図書館業務交流代表団
17 レファレンス協同データベース事業のこれから
 　―システム提供開始から5年目を迎えるにあたって―
24 　レファ協の子どもたち ＝秋田県立図書館　山崎博樹
26 　専門図書館としてレファレンス協同データベースに期待す

ること　―労働図書資料室の現状と課題―
  ＝愛知県勤労会館労働図書資料室
28 「米国における日本研究　過去、現在、将来」
 　―パトリシア・スタインホフ氏の講演から―

5  館内スコープ
13 本屋にない本
30 月例報告
30 国立国会図書館の編集・刊行物
30 遠客近客
32 NDL news
33 使う人がいる、守る人がいる。 

（ 2）紙の劣化による破損とその対策
36 本を魅せる　常設展示案内（28）　辞書を片手に世界へ―近代デジタ

ルライブラリーにみる明治の語学辞書

 ＜お知らせ＞
5  常設展示のお知らせ
34 展示会「チェコへの扉―子どもの本の世界」ギャラリートーク
34 「子どものための春休みおたのしみ会」
35 国際子ども図書館展示会「チェコへの扉―子どもの本の世界」

（別刷）国立国会図書館の編集・刊行物　入手案内

雑誌　03919－2


	表紙
	表紙裏
	稀本あれこれ（480）『火山温泉ノ記』
	日本で一番大きな図書館にできること―第9回図書館総合展―
	第27回日中業務交流と「世界図書館長フォーラム」―東アジアにおける電子図書館事業の連携を目指して―＝国立国会図書館業務交流代表団
	レファレンス協同データベース事業のこれから―システム提供開始から5年目を迎えるにあたって―
	レファ協の子どもたち＝秋田県立図書館　山崎博樹
	専門図書館としてレファレンス協同データベースに期待すること　―労働図書資料室の現状と課題―＝愛知県勤労会館労働図書資料室

	「米国における日本研究　過去、現在、将来」―パトリシア・スタインホフ氏の講演から―
	館内スコープ
	本屋にない本
	月例報告
	国立国会図書館の編集・刊行物
	遠客近客
	NDL news
	使う人がいる、守る人がいる。（2）紙の劣化による破損とその対策
	本を魅せる　常設展示案内（28）　辞書を片手に世界へ―近代デジタルライブラリーにみる明治の語学辞書
	お知らせ
	常設展示のお知らせ
	展示会「チェコへの扉―子どもの本の世界」ギャラリートーク
	「子どものための春休みおたのしみ会」
	国際子ども図書館展示会「チェコへの扉―子どもの本の世界」

	奥付
	裏表紙



